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　新しい七葉共同調理場が七
葉中学校脇に完成しました。
　新しい調理場は、900食
規模のオール電化の給食施設
です。
　安全・安心な学校給食の提
供がさらに推進されることが
期待されます。
　写真は、4月5日に開催さ
れたお披露目会の様子です。
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2月定例会

市民の支えになる事業実施を！市民の支えになる事業実施を！
　

平
成
24
年
２
月
定
例
会
は
２
月
29
日

か
ら
３
月
26
日
ま
で
の
27
日
間
を
会
期

と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
平
成
24
年
度
当
初
予

算
案
な
ど
の
予
算
議
案
や
条
例
改
正
案

な
ど
の
一
般
議
案
、
監
査
委
員
の
選
任

な
ど
の
人
事
議
案
な
ど
が
慎
重
に
審
議

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
派
代
表
質
問

や
一
般
質
問
で
市
長
の
政
治
姿
勢
な

ど
、
市
政
を
質た

だ
し
ま
し
た
。

24
年
度
当
初
予
算

　

平
成
24
年
度
当
初
予
算
案
が
市
長
か

ら
提
案
さ
れ
、
一
般
会
計
予
算
審
査
特

別
委
員
会
や
各
常
任
委
員
会
で
審
査
の

う
え
、
本
会
議
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計

４
１
５
億
１
０
０
０
万
円
、
特
別
会
計

２
５
７
億
４
７
５
万
円
、企
業
会
計（
水

道
事
業
会
計
）
３
４
億
２
３
５
５
万
円

の
総
額
７
０
６
億
３
８
３
０
万
円
（
前

年
度
比
５
億
４
３
７
１
万
円
、０
・
８
％

増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
年
度
予
算
は
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
景
気
の
落
ち
込
み
や
円
高
等
の
影

響
に
よ
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

の
中
、
少
子
化
対
策
や
産
業
振
興
の
面

か
ら
、
市
民
に
と
っ
て
心
強
い
支
え
に

な
る
よ
う
編
成
し
た
も
の
と
し
て
い
ま

す
。
最
終
日
の
新
年
度
予
算
の
議
案
採

決
で
は
討
論
が
交
わ
さ
れ
、
厳
し
い
意

見
も
付
し
ま
し
た
。

23
年
度
補
正
予
算

　

平
成
23
年
度
補
正
予
算
案
も
同
時
に

提
案
さ
れ
、
小
中
学
校
大
規
模
改
造
事

業
等
、
国
の
第
三
次
補
正
予
算
、
第
四

次
補
正
予
算
に
対
応
す
る
事
業
等
の
予

算
や
大
雪
に
よ
る
除
雪
費
の
専
決
予
算

な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

会
派
代
表
質
問

　

会
派
代
表
質
問
で
は
、
各
会
派
の
代

表
が
「
重
要
施
策
」「
行
財
政
問
題
」

な
ど
新
発
田
市
の
将
来
像
を
ど
う
捉
え

て
い
る
の
か
を
中
心
に
、
市
長
の
政
治

姿
勢
を
問
い
ま
し
た
。

一
般
議
案

　

市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
新
発
田
市
ま

ち
づ
く
り
総
合
計
画
案
や
新
発
田
市
暴

力
団
排
除
条
例
案
な
ど
を
各
常
任
委
員

会
で
専
門
的
に
審
査
し
た
後
、
本
会
議

で
可
決
し
ま
し
た
。

議
会
提
出
議
案

　

議
会
提
出
議
案
は
意
見
書
５
件
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
本
会
議
で

可
決
し
、
国
や
県
に
意
見
書
を
送
付
し

ま
し
た
。

本会議での採決 提案理由説明をおこなう市長

人事案件

公平委員会委員の選任（同意）
大田　修一［再任］
（緑町3）

教育委員会委員の任命（同意）
関川　　直［新任］
（緑町1）

監査委員の選任（同意）
菅原　正廣［新任］
（下内竹）
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（単位：千円）

24年度予算額 23年度予算額 比　　較

一 般 会 計 41,510,000 41,430,000 80,000

特　

別　

会　

計

土 地 取 得 事 業 特 別 会 計 149,196 119,204 29,992

国民健康保険事業特別会計
事業勘定 10,364,000 10,008,000 356,000

施設勘定 68,800 65,900 2,900

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 8,588,000 8,226,000 362,000

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 920,000 896,000 24,000

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 80,000 356,400 △ 276,400

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 672,000 640,000 32,000

下 水 道 事 業 特 別 会 計 4,747,000 4,824,000 △ 77,000

宅 地 造 成 事 業 特 別 会 計 6,929 6,760 169

西 部 工 業 団 地 造 成 事 業 特 別 会 計 2,517 2,885 △ 368

コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス 事 業 特 別 会 計 94,300 84,200 10,100

藤 塚 浜 財 産 区 特 別 会 計 12,000 11,000 1,000

水 道 事 業 会 計 3,423,550 3,424,233 △ 683

合　　　　計 70,638,292 70,094,582 543,710

平成24年度　会計別予算平成24年度　会計別予算 前年度比0.8％
5億4371万円の増

一般会計予算　総額415億1000万円　前年度より0.2%の増

県立病院跡地取得事業（継続）………… 7億4220万円
※県立病院の跡地を新潟県から購入する経費

新発田駅周辺整備事業（拡充）………… 1億8228万円
※ 新発田駅構内エレベーター整備、自転車歩行者道改

修等の経費

五十公野公園荒町線整備事業（拡充）……7億580万円
※都市計画道路五十公野公園荒町線を整備する経費

し尿等下水道投入施設建設事業（拡充） … 5億1724万円
※ 市内で発生するし尿等を流域下水道（公共下水道）

に希釈して投入する施設の建設経費

住宅リフォーム支援事業（新規）……………5011万円
※住宅リフォーム工事費用の一部補助に要する経費

すこやか育児支援事業（拡充）……………… 492万円
※不妊治療費の助成に要する経費

私立保育園支援事業（継続）…………… 1億1946万円
※ 未満児保育、病児・病後児保育、休日保育事業等を

実施する私立保育園への補助等をおこなう経費

工業団地整備調査事業（新規） ………………1400万円
※ 新たな工業団地造成に向けた基礎調査及び設計に要

する経費

商工振興制度融資・支援事業（拡充） … 16億9270万円
※ 中小企業への信用保証料の補給並びに資金のあっせ

んに要する経費

アンテナショップ開設調査事業（新規） …… 100万円
※ 新発田ブランドの販路拡大を目指すアンテナショッ

プの開設調査に要する経費

新発田野菜ブランド化拡大支援事業（新規） … 600万円
※新発田野菜ブランド化の拡大を支援する経費

エネルギービジョン策定事業（新規） ……… 900万円
※エネルギー政策を展開するビジョンを策定する経費

川東統合小学校建設事業（継続） ……… 3億8429万円
※川東地区の3小学校統合に伴う新校舎の建設経費

市庁舎建設事業（拡充） ………………………6738万円
※新庁舎建設に係る調査設計をおこなう経費

平成24年度一般会計当初予算の主な内容
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【2月定例会】19億4500万円を追加し、総額450億1100万円に

除雪費（専決処分）…………………………… 3億円
　 12月からの断続的な降雪による除雪費の委託料

の追加補正

除雪費（専決処分）…………………………… 2億円
　 1月末からの豪雪による除雪費の委託料の追加補正

除雪費（専決処分）…………………………… 3億円
　 2月上旬の豪雪による除雪費の委託料の追加補正

生活保護扶助費助成事業  ………………4583万円
　 生活保護扶助費の補正

県営ほ場整備参画事業  …………… 2億5280万円
　 補助内示による補正（国の3次、4次補正及び県

の追加補正）

加治川中学校補強改修事業  ……………9530万円
　 屋内体育館の耐震補強及び大規模改修に要する経

費（国の3次補正）

佐々木中学校大規模改造事業  …………7345万円
　 屋内体育館の耐震補強及び大規模改造に要する経

費（国の3次補正）

七葉中学校大規模改造事業  ……………8327万円
　 武道場の耐震補強に要する経費（国の3次補正）

猿橋中学校大規模改造事業  ……… 2億2224万円
　 校舎の耐震補強及び大規模改造に要する経費（国

の3次補正）

非常備消防活動運営事業  ……………… 328万円
　 火災等による消防団員の出動回数の増に伴う経費

　

新
発
田
市
議
会
で
は
、「
議
会
報
告
会
」
を
市
内
８
会
場
で
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
報
告
会
は
、
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
開
催
す
る
も
の
で
、
議
員
が
各
地
域
へ

出
向
き
、
議
会
で
の
活
動
内
容
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

　

併
せ
て
、
市
民
の
皆
様
と
の
意
見
交
換
も
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

ど
の
会
場
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
時
（
１
回
目
）

　

５
月
20
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

●
会　

場

　

①
中
央
公
民
館
加
治
分
館

　

②
豊
浦
地
区
公
民
館

●
開
催
日
時
（
２
回
目
）

　

５
月
20
日
（
日
）

　

午
後
２
時
〜
４
時

●
会　

場

　

① 

住
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

　

②
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
（
川
東
）

●
開
催
日
時
（
３
回
目
）

　

５
月
26
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

●
会　

場

　

① 
五
十
公
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

　

②
加
治
川
地
区
公
民
館

●
開
催
日
時
（
４
回
目
）

　

５
月
26
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
会　

場

　

① 

佐
々
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

　

②
紫
雲
寺
地
区
公
民
館

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

平成23年度一般会計補正予算の主な内容
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旧県立新発田病院跡地取得に
係る変更覚書の締結
市長 　旧県立病院跡地について、県が土壌調査や建
物の解体工事内容の精査などに時間を要し、建

物解体工事を平成23年度、24年度の2か年で
実施することとなったため、用地取得の時期を

1年間延ばし、平成25年3月31日までを目途と
する変更覚書を平成24年1月13日付けで県と
締結した。

Ｑ　 平成24年度の1年間で、解体・撤去できるのか。
Ａ　 県は調査した上で市に連絡してきているので、
間に合うと思う。

Ｑ　用地取得後の整備の概要は。
Ａ　 用地取得後は、防災機能を持った公園とする整
備計画を着実に実行していく。

西部工業団地進出企業との協定締結
市長 　西部工業団地4街区の約2千坪について、福

島県二本松市に本社を持ち、金属製品製造業を

営む有限会社佐藤製作所と平成24年1月26日
付けで進出協定を締結した。土地売買契約の

締結期限は、平成26年3月末日としている。な
お、この売買契約が成立した場合、西部工業団

地の分譲率は約95%となる。
Ｑ　 売買契約の締結期限が2年後の平成26年3月末
までとなっているが、具体的にいつ入金され
るのか、売買契約締結後速やかに入金されるの
か。

Ａ　 現時点での売買価格は1億6千万円を予定して
いる。進出協定は結んだが、まだ売買契約は結
んでいない。いつ入金となるかは、売買契約締
結までに両者で協議していきたい。

その他の行政報告
　「新庁舎建設基本設計・実施設計の設計者の選考」
　3月15日に選考委員会が開催され、最優秀者に有
限会社aat+ヨコミゾマコト建築事務所本社のヨコミ
ゾマコト氏を選考したと委員長から報告をいただい

た。これにより、市も同氏を当市の新庁舎の設計を

委託する者として適当であると認め、現在契約を締

結すべく手続きを進めている。同氏は、総合的な評

価はもちろん、特に新発田の歴史・文化などを十分

に理解し、商店街のつながりや賑わい・交流の拠点

として機能する新庁舎に対するアイディアや思いが

伝わり、柔軟性があり優れていると評価されたと聞

いている。

上赤谷字榎木平地内の土砂流出に
係る林地開発行為
市長 　林地開発行為並びに土砂流出について、県

は、森林法の規定による開発行為に当たるとし

て、平成23年12月22日付けで、森林法違反行
為の中止と汚泥流出に対する災害防止工事をお

こなうよう開発者に通知した。また、平成24
年1月20日付けで、厳重注意とする行政指導が
なされた。今後は、5月末までの土砂流出防止
の応急措置が完了した後、開発者から6月15日
までに、8月末を完了予定とする復旧計画書を
提出させることとしている。

Ｑ　 昨年11月1日に、水道の原水を汚染した件に
ついては、森林法の開発行為にあたるのか。ま
た、県がおこなった処分で厳重注意とは、どの
段階の処分にあたるのか。

Ａ　 汚水流出そのものが発端ではあるが、畑地造成
等について、あくまでも林地開発申請がなされ
ていなかったことに対する森林法違反である。
また、県がおこなった処分の段階については、
厳重注意がどの段階の処分にあたるかまでは把
握していない。

Ｑ　 現地確認をした結果、暗渠工事を実施していた
ということであるが、その工事は森林法の違反
があったのか。平成22年に伐採届けが提出さ
れた箇所は水道原水を汚染した暗渠工事の箇所
と違う所だと思うが、その関係はどうなってい
るのか。

Ａ　 県の指示事項は、伐採跡地の造成に伴い、残土
処理法面の崩壊により差沢に土砂流出の恐れが
あるため、土地流出防止施設等の措置を講じる
こと、畑地造成をおこなった区域においては、
暗渠工事の実施等により汚水が境川に流出して
いるため、早急に汚水の流出を防止する措置を
講じること、その他、災害を発生させる恐れが
ある場合には、速やかに災害防止措置を講じる
ことであり、このようなことについて、県から
指導があったと聞いている。

市長からの行政報告に対する本会議での質疑市長からの行政報告に対する本会議での質疑

市長からの行政報告市長からの行政報告
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①平成24年度予算について

②安心・安全な農政を目指すために

③自衛隊の移転の可能性は

①消費税増税と社会保障一体改革について

②福島原発後の市内対応について

③第1次産業生産地としてのTPPの対応について

④公共交通について（デマンドタクシー）

⑤豪雪対策について

①平成24年度一般会計案について

②市長の政治姿勢について

③「特養二の丸」の移転について

④ 基盤整備事業の推進と加治川2期地区事業計画の

現状と今後の見通しについて

⑤水道事業の今後の方向について

　

会
派
代
表
質
問
は
、
３
名
以
上
の

議
員
で
構
成
す
る
会
派
の
代
表
が
執

行
機
関
に
対
し
て
お
こ
な
う
質
問
で

す
。
新
発
田
市
議
会
で
は
２
月
定
例

会
で
の
み
実
施
し
て
い
ま
す
。
一
般

質
問
は
個
々
の
議
員
と
し
て
質
問
し

ま
す
が
、
代
表
質
問
は
会
派
と
し
て

執
行
機
関
に
対
す
る
疑
問
を
質た

だ

し
た
り
、
所
信
表
明
を
求
め
た

り
し
ま
す
。

　

質
問
内
容
は
一
般
質
問
と
同

様
に
事
前
に
通
告
し
て
、
可
能

な
限
り
よ
り
的
確
な
答
弁
を
求

め
ま
す
。

　

質
問
時
間
の
制
限
は
一
般
質

問
が
45
分
で
あ
る
の
に
対
し
60

分
と
し
て
い
ま
す
。

　

各
会
派
の
質
問
項
目
は
下
記
の
と

お
り
で
す
。
質
疑
を
抜
粋
で
掲
載
し

ま
す
。

※ 

抽
選
に
よ
り
決
定
し
た
質
問
順

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※ 

会
派
別
の
議
員
名
簿
は
、
６

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

①市長の政治姿勢について

②教育方針について

①新しいまちづくりとは（基本構想と重点政策課題）

かいはだいひょうしつもん

宮島　信人

　日本農業は、視界不良に陥っている。高齢
化、所得の低迷、米の生産調整、課題が積み重
なっているところへ、TPPという大波が襲お
うとしている。お金があれば、食べたいものを
食べたいときに食べられる時代だからこそ、身
近な食材の豊かさ、確かさが必要であり、出所
の明らかな地場産品が重要である。そこで、①
TPPに対する市長の考え②農産物の市としての
ブランド化③安全性の確保、放射性物質の測定
と調査④堆肥センターの運営⑤新庁舎の食堂に
ついて伺う。

問い問い

答え　①TPPへの交渉参加は、国内農業や地域経済に与
える影響は計り知れない。政府は、農業の持つ役割や機
能に配慮し、断固として農業を守る姿勢で交渉に臨むべ
きである。②食のイベントを年間を通して実施し、農商
工連携による6次産業化、高付加価値化を目指し、アス
パラガス等の成分分析をおこない、バイヤー等への売り
込みや加工品の開発に向けた取組みを進めている。③県
の放射性物質の測定や放射性物質検出時の出荷自粛等に
ついて、全面的に協力し、生産者やJA等農業団体との
連携を密に、食の安全性の確保に努めたい。④稼動当初
は、稼働率が高位安定した段階での民営化の移行を検討
していたが、搬入量が安定し稼働率が向上した中で、理
論上の当初の計画試算と安定した稼働による運営実績の
差により、結果的に収支バランスがマイナスとなること
から、民営化は困難と判断している。⑤新庁舎のレスト
ラン、食堂の設置は、新年度からの基本設計の中で、市
民の意見、提案等を参考に組み立てられることになって
おり、その推移を見守りたい。

自衛隊の移転の可能性は

　自衛隊新発田駐屯地は住宅地に囲まれ、演習
訓練もままならない。自衛隊の移転の可能性は
ないのか。

問い問い

答え　自衛隊駐屯地の移転は、防衛上の重要な国策であ
り、国において議論すべきである。また、近年、全国的
に甚大な被害をもたらす自然災害が多発していることを
踏まえると、身近に自衛隊が駐屯していることは、大変
心強く感じると同時に、市民の生命及び財産を守るため
の防災体制の連携を図るうえでも好ましい。このことか
ら、自衛隊の移転について、国へ要望することは考えて
いない。

陸上自衛隊新発田駐屯地陸上自衛隊新発田駐屯地

安心・安全な農政を目指すために
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中村　　功

　①新潟州構想の対応や聖籠町との関係につい
て市長の考え方は。②公約に対する達成度合は
どのように考えているのか。③合併まちづくり
計画は、財政状況によっては事業を早めたり、
延期等の事業も見直したりすべきではないか。
④放射能検査・食中毒対応など安全な食料供給
対応について伺いたい。

問い問い

答え　①新潟州構想は、当市や県内自治体の枠組みや行
政体制のあり方にも大きく影響し、今後の動向に特に注
視したい。聖籠町とは、生活圏が一体的で、住民の交流
も大変盛んであり、今後の新潟州構想について、聖籠町
とも連携したい。②これまでも報酬削減、小学生の医療
費無料化などを実施したが、平成24年度からも、まちづ
くり実行プランをまちづくり総合計画に融合した施策に
取り組んでいきたい。③平成21年度の合併まちづくり計
画の見直しの中で、特例期間後とした事業は、他の施策
の効果や影響を見る必要がある事業、合併特例債が活用
できない事業等であり、今後も財政状況、事業の必要度
等を勘案して実施の可否を検討したい。④4月から放射
能測定器を本庁舎と加治川支所に各1台配備し、市民が
持ち込む食品等について測定したい。食中毒を防止する
ため、今後も保健所や関係団体と密接に連携を図り、市
民への注意喚起に努めたい。

教育方針について

　①いじめ不登校や学級崩壊等の対応における
児童生徒への指導体制を伺う。②学力向上に向
けた指導で画一的な指導では、ついていけない
子どもも出るが、その対応は。③教職員の具体
的な資質向上を伺う。

問い問い

答え　①学校からの相談支援体制として、教育センター
の設置やサポートチームの設置をおこなっている。ま
た、教職員の研修会を設け、学校での社会性育成を支援
している。②全国学力・学習状況調査は、調査抽出校の
みの実施にとどめず、全小中学校での実施を希望すると
ともに、専門業者に採点・集計を依頼し、より正確かつ
詳細な分析結果を得たいと考えている。その結果を基
に、より効果的な授業改善の手だてを探りたい。③具体
的な事例やロールプレイなどを通して、より実践的な児
童生徒の理解の方法、児童生徒や保護者との教育相談の
方法など、教育相談に関する教職員の研修を実施している。

聖籠町の新潟東港聖籠町の新潟東港

市長の政治姿勢について
宮村　幸男

　福島原発事故で広島原爆の約37個分のセシウ
ムが各地に放出された。原発の核廃棄物は科学
的処理が不可能である。原発に頼らないエネル
ギー政策に転換すべきではないか。本県には世
界一の原発があり、原子力防災対策は最重要課
題である。市長は農業重視と言っているが、米
や野菜の放射線量測定器を購入することや、エ
ネルギービジョンの具体化について伺いたい。

問い問い

答え　当市の農産物の安心・安全性をピーアールするた
め、4月から市独自で放射能測定器を本庁舎と加治川支
所に配備し、市民が持ち込む食品等の放射線量を測定す
る。また、子どもたちや保護者の不安低減を目的に、県
がおこなう学校給食用食材の放射性物質検査に参加し、
使用頻度や使用量の多い食材等を中心に検査を既に実施
している。新年度から新エネルギービジョンの策定に着
手する予定であり、具体的な整備事業は、策定が完了し
てからおこなう。

今冬の豪雪を生かした対策について

　今冬は2名の犠牲者を出す豪雪だった。市の財
政支援によるひとり暮らしや障がい者等に集落
共助等による屋根雪下ろしや空き家対策に保険
を掛けるなどすべきである。冬期間の安否確認
制度についても伺いたい。

問い問い

答え　ひとり暮らし高齢者世帯や障がい者世帯などにつ
いては、今年度から屋根雪除雪支援事業を開始した。こ
の事業は地域住民が近隣の要援護世帯等におこなった除
雪費用についても助成対象としている。空き家対策につ
いて、積雪による倒壊が隣家に危害を及ぼすおそれがあ
る場合など、建物の所有者へ連絡し、適切な管理をお願
いしている。倒壊の危険性などを考慮した中で、必要な
措置も講じていかなければならない。冬期間の安否確認
制度については、普段から目配り気配りができ、心配な
ことがあれば声を掛け合えるような地域づくり、絆づく
りに、今後も継続して取り組みたい。

大雪となった今冬の除雪作業の様子大雪となった今冬の除雪作業の様子

福島原発後の市内対応について
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　①将来都市像「住みよいまち日本一　健康田
園文化都市、しばた」とあるが、日本一とは具
体的に何を目指すのか。②駅周辺整備事業は橋
上化中止で26億円減額になったというが、市の
実質負担は4.5億円の減額である。耐用年数（地
下通路改修30年、橋上化70年）を考えると、こ
の差では長期的にはどちらが得とも言えない。
正味減額は26億円でなく、4.5億円であると市
民に正しく説明すべきではないか。③東口広場
バスタクシー乗降場整備の方針だが、地下道利
用継続では乗降人員増は見込めない。コミュニ
ティセンターなど駅東活性化の別策を考慮すべ
きである。

問い問い

答え　①具体的な指標によって日本一を目指すものでは
ないが、市民の健康状況や都市基盤の状況などに関する
比較的良好な事項はその水準を維持するとともに、新発
田の特性である「農」と「食」の連携により産業が活性
化し、歴史・文化を活かしたまち、市民が自ら考え行政
との協働による取組みや行動が生き生きとした活気のあ
るまちとなることで、住みよいまちが実感できるように
していきたい。②事業の見直しにより、新発田駅構内に
エレベーターを設置することや、駅東地下通路の改修、
駅東交通広場の整備をすることで、全体事業費を約12億
円とし、合併特例債の償還金を含め市の一般財源による
負担を約２億円とした。前市長が進めていた橋上化に対
する全体事業費約38億3千万円、一般財源約６億５千万
円に比べ、一般財源で約4億5千万円を軽減することがで
きた。20年後、30年後ということになれば、駅構内の
地下道や駅舎そのものが、当市が管理する駅東地下通路
より、相対的に老朽化することとなり、JR側においてそ
れらの施設の改修が必然的に発生すると考えられ、その
時点で様々な検討が必要であり、橋上化の方が長期的に
見れば得か損かの議論は一概にはできない。③駅東交通
広場は、バス、タクシーの乗降場の増設などをおこなう
とともに、駅東地下通路にエレベーターを設置すること
によりバリアフリー化し、橋上化された場合と変わるこ
となく駅を利用される方々の利便性を確保することによ
り、駅東地区の発展が期待できると考える。また、豊町
には、コミュニティセンターがあり、大勢の住民にご利
用いただいており、引き続き本施設のご利用をお願いし
たい。

新発田駅東口の地下通路付近新発田駅東口の地下通路付近

新しいまちづくりとは

　市長が提案した総額415億1千万円の予算は、
今日の諸事情から言って妥当なものと思うが、
予算編成に当たり、当市の経済情勢、景気動向
をどう捉え編成に当たったのか。また、産業振
興に重点を置いたと強調したが、どの分野に力
点を置いたか。市長選で掲げた公約で予算に盛
り込んだ主要な施策は何か。

問い問い

答え　デフレや長引く円高、東日本大震災による景気の
落ち込み等により、当市の経済情勢や景気動向は、厳し
い状況で、税収は依然低迷している。少子化対策、産業
振興は、緊急課題であり、10年先までの財政計画も考慮
しながら、精一杯の予算を組んだ。新年度は、農産物の
生産拡大、加工品開発、販路の拡大、観光の振興、雇用
の促進、商工業の振興、新エネルギーを活用しての新産
業の創出、中心市街地の活性化等5つの柱を基に予算を
計上した。市長選挙で掲げたまちづくり実行プランの具
現化に向け、新発田駅周辺整備事業、障がい者の自立と
地域での暮らしへの支援、学校耐震化の推進、農産物ブ
ランド化・高付加価値化、女性の起業・創業への支援、
新・松塚漁港の活用検討、食のイベント開催による交流
人口の拡大などの取組みをおこなう。

市長の政治姿勢について

　1、2月は新年会の季節であったが、市長は
選挙で対立、敵対した人の会にも出席したと聞
く。私は保守系を基軸に市政に当たるべきと思
うが、地元3県議とは平等に付き合い、等距離、
全方位外交で行くのか、その政治姿勢を聞きた
い。

問い問い

答え　いずれの方も新発田市選出の県議会議員であり、
市民が選んだ議員である。その方から新年会にお招きい
ただき、拒む理由は全くない。また、県政と市政のステ
ージの違いはあるが、新発田市のまちづくりのためにと
いう気持ちは私と変わらないと思う。県議会議員や支持
される方々との懇談は、まちづくりを進める上での意見
交換や情報交換の場として、非常に重要な場である。3県
議会議員とはこれまで同様、県政報告会や新年会、選挙
の際の出陣式、当選祝いと、ご案内いただければ全て平
等に参加し、意見交換や情報交換をおこなっていきたい。

新松塚漁港の完成予想図新松塚漁港の完成予想図

平成24年度一般会計案について
青木　泰俊五十嵐　孝
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　「一般質問」は、提出議案にかかわらず、議員
の立場から市政全般に関して執行機関に対する
疑問を質

ただ

したり、所信の表明を求めたりするも
ので、定例会に限って認められています。
　新発田市では、質問内容を事前に通告するこ
とになっています。このことにより、市長や教
育長などがあらかじめ準備をしておくことで、
質問に対して的確な答弁が期待されることにな
ります。
　市長や教育長などからの答弁の内容に疑義が
ある場合は、再質問や再々質問をおこなうこと
もあります。
　この場合は、1人につき制限時間の45分以内
に次々と質問と答弁を繰り返す「一問一答方式」
で、深まった議論を展開することになります。

新発田市農業の担い手の現状と
「地域農業マスタープラン」の取り
組みについて
中学校の武道の必修化による教育
効果と安全指導体制について

中学校の柔道の様子（写真は部活動）中学校の柔道の様子（写真は部活動）
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、

県
の
実
技
研
修
会
に
複
数
回
参
加

し
て
、
自
ら
教
え
る
技
能
や
安
全

性
を
向
上
さ
せ
る
な
ど
事
故
が
起

き
な
い
よ
う
努
め
て
い
る
。

Ｑ 

中
学
校
の
武
道
の
必
修
化
に
よ
る「
安
全
指
導
体
制
」に
つ
い
て

 

Ａ 

実
技
研
修
会
へ
の
参
加
な
ど
、教
え
る
技
能
や

安
全
性
を
向
上
さ
せ
事
故
の
防
止
に
努
め
て
い
る

　

市
内
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
率
は
62
・
6
％
、
75
歳
以
上
の

従
事
者
も
24
％
も
お
り
、
農
機
具

事
故
も
心
配
で
あ
る
。
５
年
後
、

10
年
後
は
離
農
が
予
想
さ
れ
る
。

農
業
の
担
い
手
へ
の
支
援
の
あ
り

方
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。
ま
た
、
民
主
党
政
権
で
の
戸

別
補
償
は
、
兼
業
、
零
細
農
家
の

温
存
に
よ
り
農
地
集
積
が
進
ま
な

く
な
っ
た
。
自
公
政
権
下
で
の

「
選
択
と
集
中
」
の
政
策
を
認

め
、
新
規
就
農
確
保
事
業
を
開
始

す
る
が
、
取
り
組
み
の
計
画
を
伺

う
。

　

新
年
度
か
ら
行
政
主
体
で

お
こ
な
う
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
作
成
に
よ
り
、
農
地
集
積

へ
の
支
援
や
新
規
就
農
者
へ
の
支

援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
ま
た
、
足
腰
の
強
い
農

業
者
の
育
成
を
図
る
た
め
、
農
業

者
が
経
営
状
況
や
法
人
設
立
時
の

相
談
等
を
専
門
家
か
ら
受
け
ら
れ

る
よ
う
経
営
相
談
支
援
制
度
を
創

設
す
る
。
選
択
と
集
中
に
よ
り
事

業
を
特
化
し
、
魅
力
的
な
農
業
者

を
増
や
す
こ
と
で
、
農
業
の
将
来

性
に
確
信
を
持
っ
て
就
業
す
る
若

者
が
増
加
す
る
も
の
と
考
え
る
。

Ｑ 

農
業
の
担
い
手
の
現
状
と「
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」に
つ
い
て

 

Ａ 

魅
力
的
な
農
業
者
が
増
え
れ
ば
、農
業
の
将
来
性
に

確
信
を
持
っ
て
就
業
す
る
若
者
が
増
加
す
る
と
考
え
る
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平成23年度雪害対策全般について
「空き家等の適正管理に関する条例」
について

　

「
空
き
家
等
の
適
正
管
理

に
関
す
る
条
例
」
に
つ
い
て
は
多

く
の
自
治
体
で
施
行
し
て
い
る
。

空
き
家
や
廃
屋
な
ど
は
不
審
火
や

雪
で
の
倒
壊
、
暴
風
で
の
屋
根
瓦

が
風
で
飛
ぶ
危
険
な
ど
一
般
市
民

の
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
も
の

で
あ
る
。
市
民
生
活
に
と
っ
て
有

益
な
条
例
と
し
て
条
例
制
定
に
向

け
検
討
し
て
は
い
か
が
か
伺
う
。

　
　
　
　
　

　

秋
田
県
大
仙
市
で
は
、
所

有
者
等
の
責
務
と
し
て
、
「
空
き

家
等
が
危
険
な
状
態
に
な
ら
な
い

よ
う
に
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
管

理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
「
市

が
立
ち
入
り
調
査
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
」
こ
と
な
ど
を
規
定
し
た

「
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す

る
条
例
」
を
制
定
し
て
い
る
。
条

例
の
制
定
は
、
個
人
の
財
産
に
一

定
の
制
限
を
与
え
る
も
の
で
あ

り
、
権
利
・
義
務
等
に
関
し
て
乗

り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

も
あ
る
が
、
倒
壊
の
危
険
性
な
ど

を
考
慮
し
た
中
で
、
必
要
な
措
置

も
講
じ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

Ｑ 

空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て　

 

Ａ 

倒
壊
の
危
険
性
な
ど
を
考
慮
し
た
中
で
、
必

要
な
措
置
も
講
じ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　

高
齢
者
等
屋
根
雪
除
雪
助

成
金
制
度
に
つ
い
て
は
１
回

１
万
５
千
円
、
２
回
ま
で
を
上
限

と
し
た
が
、
山
間
地
で
は
豪
雪
に

よ
り
４
回
、
５
回
の
屋
根
雪
下
ろ

し
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
今
年
度

を
踏
ま
え
山
間
地
の
助
成
回
数
の

増
加
は
出
来
な
い
も
の
か
伺
う
。

　

当
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、

２
月
末
現
在
で
問
い
合
わ
せ
件
数

５
６
２
件
、
申
請
件
数
３
１
６
件

と
多
く
の
方
々
か
ら
利
用
い
た
だ

い
た
。
申
請
者
の
状
況
を
見
る
と
、

除
雪
に
要
し
た
経
費
は
、
最
大

10
万
円
以
上
か
ら
最
小
数
千
円
と

各
世
帯
状
況
に
よ
り
異
な
る
が
、

山
間
部
の
方
々
か
ら
は
概
ね
２
回

は
申
請
を
い
た
だ
き
、
利
用
者
か

ら
は
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
た
。

要
援
護
者
世
帯
の
方
々
が
不
安
な

く
生
活
で
き
た
こ
と
は
大
い
に
評

価
で
き
る
。
１
回
１
万
５
千
円
、

２
回
ま
で
が
果
た
し
て
良
い
の
か

ど
う
か
は
、
こ
の
助
成
制
度
が
始

ま
っ
た
ば
か
り
な
の
で
、
も
う
し

ば
ら
く
推
移
を
見
守
ら
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

Ｑ 

平
成
23
年
度
雪
害
対
策
全
般
に
つ
い
て

 

Ａ 

助
成
制
度
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
も
う

し
ば
ら
く
推
移
を
見
守
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い

人口減少への対応について

新発田駅から新崎駅までが単線となっている白新線新発田駅から新崎駅までが単線となっている白新線

　

平
成
24
年
度
か
ら
の
新
発

田
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
及
び

将
来
推
計
人
口
等
を
見
る
と
、
新

発
田
市
は
や
が
て
近
い
将
来
、
人

口
10
万
人
を
割
り
、
８
万
人
台
も

予
想
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
甚
だ

消
極
的
す
ぎ
る
展
望
で
は
な
い
か
。

市
は
24
年
度
政
策
大
綱
に
人
口
減

少
対
策
を
掲
げ
て
い
る
。
産
業
振

興
に
つ
い
て
、
工
業
団
地
整
備
は

ど
う
図
っ
て
い
く
の
か
。
白
新
線

複
線
化
に
よ
る
産
業
交
流
人
口
の

増
大
及
び
20
～
30
歳
代
の
起
業
促

進
の
考
え
は
な
い
か
。
少
子
化
対

策
と
し
て
、
産
科
、
小
児
科
医
師

不
足
対
策
は
。
政
策
大
綱
は
、
明

る
い
展
望
を
う
た
い
、
人
口
10
万

人
都
市
堅
持
を
目
標
と
す
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

　

工
業
団
地
整
備
に
つ
い
て

は
、
新
年
度
予
算
で
、
新
発
田
食

品
工
業
団
地
の
拡
張
、
箱
岩
地
区

の
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
土

採
り
場
跡
地
の
２
箇
所
を
候
補
地

に
調
査
等
を
予
定
し
て
い
る
。
税

収
の
確
保
と
雇
用
の
創
出
を
最
優

先
に
、
幅
広
い
業
種
を
誘
致
し
た

い
。
白
新
線
の
複
線
化
に
よ
っ
て

新
潟
市
と
の
鉄
道
で
の
結
び
つ
き

が
強
ま
る
と
と
も
に
、
新
潟
空
港

へ
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上
、
経
済
、

産
業
、
観
光
な
ど
、
多
方
面
に
お

い
て
県
北
地
方
の
一
体
的
な
地
域

活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

人
口
減
少
の
対
応
の
一
つ
と
し
て
、

白
新
線
の
複
線
化
に
つ
い
て
国
、

Ｊ
Ｒ
、
関
係
機
関
へ
の
要
望
活
動

等
を
継
続
し
た
い
。
起
業
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
、
20
～

30
歳
代
の
若
年
層
の
方
々
も
含
め
、

創
業
資
金
支
援
と
し
て
、
融
資
制

度
の
中
に
独
立
支
援
開
業
資
金
や

空
き
店
舗
等
対
策
資
金
を
用
意
し
、

ま
た
、
商
工
会
議
所
並
び
に
商
工

会
が
随
時
相
談
事
業
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。
当
市
で
は
、
県
立
新
発

田
病
院
を
含
め
て
、
５
か
所
の
産

科
医
療
機
関
が
あ
り
、
県
立
病
院

と
開
業
医
が
連
携
し
て
必
要
な
医

療
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
小

児
科
は
、
県
立
新
発
田
病
院
を
含

む
15
医
療
機
関
が
あ
り
、
ほ
と
ん

ど
の
方
が
、
か
か
り
つ
け
医
を
市

内
の
医
療
機
関
と
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
身
近
な
医
師
に
健
康
管
理

を
お
願
い
し
な
が
ら
、
育
児
に
取

り
組
め
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

Ｑ 

人
口
減
少
へ
の
対
応
に
つ
い
て

 

Ａ 

人
口
減
少
の
対
応
の
一
つ
と
し
て
、
白
新
線
の

複
線
化
を
国
、Ｊ
Ｒ
、関
係
機
関
に
対
し
、要
望
活

動
を
継
続
し
た
い

危険な状態となっている空き家（イメージ写真）危険な状態となっている空き家（イメージ写真）
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企業誘致と新発田市の財政状況
東日本大震災の被災地３県の
がれき処理の協力方法と市長の
考え方

　

が
れ
き
処
理
に
つ
い
て
国

か
ら
の
要
請
が
あ
る
。
新
潟
県
は

慎
重
な
姿
勢
で
あ
る
が
、
新
潟
市
、

長
岡
市
、
三
条
市
、
柏
崎
市
、
十

日
町
市
、
五
泉
市
な
ど
は
、
条
件

付
受
入
の
検
討
に
入
っ
て
い
る
。

新
発
田
市
は
ど
の
よ
う
な
考
え
方

を
持
っ
て
い
る
の
か
。
早
い
時
期

に
決
断
す
べ
き
と
考
え
る
。

　

被
災
地
の
復
興
に
は
、
が

れ
き
の
処
理
が
不
可
欠
で
あ
り
、

新
潟
市
、
長
岡
市
、
三
条
市
、
柏

崎
市
及
び
新
潟
県
と
、
が
れ
き
の

受
入
に
関
す
る
協
定
方
法
の
協
議

を
進
め
て
い
る
。
が
れ
き
の
受
入

に
は
、
放
射
能
の
問
題
が
あ
り
、

市
民
か
ら
理
解
を
得
る
に
は
、
放

射
性
物
質
の
対
応
策
に
つ
い
て
万

全
の
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
廃
棄
物
処
理
は
新
発
田
地

域
広
域
事
務
組
合
が
お
こ
な
っ
て

お
り
、
構
成
市
町
の
理
解
も
必
要

で
あ
る
。
放
射
能
に
対
す
る
安
全

の
確
保
や
処
分
に
係
る
技
術
的
な

問
題
を
解
決
し
、
市
民
の
理
解
を

得
る
な
ど
の
環
境
を
整
え
た
後
に
、

受
け
入
れ
た
い
。

Ｑ 

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
が
れ
き
処
理
の
方
法

 

Ａ 

放
射
能
に
対
す
る
安
全
確
保
や
処
分
の
技
術
的
問
題

を
解
決
し
、
市
民
の
理
解
を
得
た
後
に
受
け
入
れ
た
い

　

新
発
田
市
は
農
業
中
心
で

食
品
加
工
業
が
主
力
で
あ
り
、
景

気
に
左
右
さ
れ
な
い
健
全
経
済
で

あ
る
。
我
が
国
の
状
態
を
見
て
も
、

地
方
交
付
税
な
ど
は
期
待
で
き
な

い
。
自
主
財
源
を
ど
こ
に
主
力
を

置
く
か
。
そ
れ
に
は
、
企
業
を
誘
致

し
て
活
性
化
を
図
る
。
そ
の
た
め

に
企
業
団
地
を
早
急
に
造
り
、
受

け
入
れ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

　

　

現
在
、
市
が
斡
旋
で
き
る

工
業
団
地
の
区
画
と
し
て
は
、
西

部
工
業
団
地
の
約
３
千
坪
の
一
区

画
と
金
塚
工
業
団
地
の
約
３
千
７

百
坪
で
あ
る
。
今
後
は
西
部
工
業

団
地
販
売
促
進
条
例
並
び
に
中
小

企
業
等
振
興
条
例
に
基
づ
く
優
遇

策
を
積
極
的
に
ピ
ー
ア
ー
ル
し
、

早
期
完
売
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
た
い
。
併
せ
て
、
新
年
度
、

工
業
団
地
整
備
調
査
事
業
と
し

て
、
検
討
可
能
な
市
有
地
の
測
量

な
ど
、
新
た
な
誘
致
場
所
の
創
設

を
視
野
に
入
れ
た
企
業
誘
致
の
強

化
を
図
り
た
い
。

Ｑ 

企
業
誘
致
と
新
発
田
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

 

Ａ 

西
部
工
業
団
地
や
金
塚
工
業
団
地
の
早
期
完
売

と
新
た
な
誘
致
場
所
の
創
設
で
企
業
誘
致
を
強
化

し
た
い

東日本大震災及び東電福島原発
事故の教訓と課題について
生活保護の今日的実態と課題
について

　

歴
史
的
な
３
・
11
大
震
災

と
原
発
事
故
か
ら
１
年
。
多
大
な

犠
牲
者
と
避
難
者
の
思
い
を
反
映

し
、
①
防
災
計
画
の
見
直
し
と
市
民

対
応
②
避
難
者
の
支
援
の
経
過
と

課
題
③
宮
城
県
・
岩
手
県
の
が
れ

き
処
理
の
受
入
れ
④
脱
原
発
社
会

に
向
け
た
省
エ
ネ
対
策
及
び
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
に
つ
い
て
伺
う
。

　

①
県
地
域
防
災
計
画
等
の

見
直
し
結
果
を
踏
ま
え
、
県
計
画

と
の
整
合
性
を
図
り
見
直
し
を
進

め
た
い
。
②
避
難
者
支
援
商
品
券

給
付
事
業
の
実
施
、
東
日
本
大
震

災
相
談
所
を
設
置
し
支
援
し
て
き

た
。
引
き
続
き
、
避
難
者
同
士
が

支
え
合
い
助
け
合
い
な
が
ら
当
市

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
支

援
し
た
い
。
③
放
射
能
に
対
す
る

安
全
確
保
や
処
分
の
技
術
的
な
問

題
を
解
決
し
、
市
民
の
理
解
を
得

る
等
環
境
を
整
え
た
後
、
が
れ
き

処
理
を
受
け
入
れ
た
い
。
④
ノ
ー

マ
イ
カ
ー
デ
ー
の
実
施
、
庁
舎
の

節
電
、
省
エ
ネ
設
備
へ
の
改
修
等

の
省
エ
ネ
対
策
を
お
こ
な
う
と
と

も
に
、
来
年
度
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
取
り
組
み
た

い
。

　

生
活
保
護
は
生
存
権
の
最

終
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て

生
活
困
難
者
を
支
え
て
い
る
。
経

済
状
況
の
悪
化
と
雇
用
の
不
安
定

化
等
か
ら
受
給
者
数
は
最
高
値
を

更
新
し
て
い
る
。
市
に
お
け
る
受

給
者
の
推
移
と
課
題
、
生
活
保
護

ビ
ジ
ネ
ス
の
事
例
の
有
無
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　

　

平
成
24
年
２
月
現
在
の
受

給
者
数
は
８
７
６
人
で
、
前
年
度

比
の
受
給
者
数
増
加
率
は
、
平
成

19
年
度
６
・
５
％
増
、
平
成
20
年

度
１
・
６
％
増
、
平
成
21
年
度

10
・
3
％
増
、
平
成
22
年
度
11
・
6

％
増
、
平
成
23
年
度
27
・
7
％
増

と
な
っ
て
い
る
。
傷
病
者
世
帯
と

特
に
失
業
に
よ
り
求
職
活
動
を
お

こ
な
っ
て
も
仕
事
が
見
つ
か
ら
な

い
等
の
世
帯
が
著
し
く
増
加
し
て

お
り
、
就
労
支
援
や
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
の
支
援
で
世
帯
の
自
立
の
促

進
に
努
め
て
い
る
。
昨
年
春
に
紫

雲
寺
地
域
に
高
齢
者
向
け
共
同
生

活
ホ
ー
ム
が
開
設
さ
れ
、
居
住
者

か
ら
生
活
保
護
の
相
談
や
申
請
が

あ
り
保
護
を
開
始
し
た
が
、
生
活

保
護
ビ
ジ
ネ
ス
と
目
さ
れ
る
事
例

で
は
な
い
。

Ｑ 
東
日
本
大
震
災
と
東
電
福
島
原
発
事
故
の
教
訓
と
課
題
は

 

Ａ 
避
難
者
同
士
が
支
え
合
い
助
け
合
い
な
が
ら

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
し
た
い

Ｑ 

生
活
保
護
の
実
態
と
課
題
に
つ
い
て

 

Ａ 

就
労
支
援
や
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
支
援
で
、

世
帯
の
自
立
促
進
に
努
め
て
い
る

食品工場等が立地している市内岡田の食品工業団地食品工場等が立地している市内岡田の食品工業団地

新発田駅前に設置された東日本大震災相談所新発田駅前に設置された東日本大震災相談所
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市民生活とまちづくり、公共
交通のネットワーク化について

　

高
齢
化
率
は
、
年
々
上
昇

し
て
お
り
、
他
の
都
市
同
様
、
新

発
田
市
で
も
、
山
間
地
域
ば
か
り

で
な
く
、
田
園
地
域
で
も
同
じ
傾

向
で
日
中
は
ほ
と
ん
ど
お
年
寄
り

社
会
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
高
齢

化
社
会
を
見
直
し
、
地
域
で
助
け

合
い
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
と
、

日
常
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
公
共

交
通
網
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、

地
域
循
環
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
等
）

の
促
進
、
充
実
が
急
務
で
あ
る
。

こ
の
公
共
交
通
網
の
充
実
は
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
全
て
の
市
民

が
利
用
で
き
、
ま
た
市
外
か
ら
の

観
光
客
に
も
喜
ば
れ
る
こ
と
と
な

る
。
二
階
堂
市
長
は
、
「
住
み
よ

い
ま
ち
日
本
一　

健
康
田
園
文
化

都
市
、
し
ば
た
」
を
標
榜
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
も
公
共
交
通
の

役
割
は
重
要
で
あ
り
、
早
期
充
実

を
望
む
。

　

高
齢
化
社
会
を
見
直
し
、

地
域
で
助
け
合
い
支
え
合
え
る
仕

組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
動
き
に
合
わ
せ
、
地
域
が
地
域

で
助
け
合
い
、
支
え
合
う
取
り
組

み
に
対
し
、
行
政
な
ど
が
進
め
る

各
種
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
支
援

し
た
い
。

　

当
市
の
公
共
交
通
の
基
本
方
針

に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
３
月
に

策
定
し
た
地
域
公
共
交
通
総
合
連

携
計
画
に
基
づ
き
、
具
体
的
方
策

の
検
討
は
、
地
域
と
の
協
働
で
進

め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
現
在
の
と

こ
ろ
市
内
全
域
を
対
象
と
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
な
い
が
、
今
後
、

学
校
統
合
と
い
う
地
域
に
と
っ
て

大
き
な
課
題
に
取
り
組
む
と
こ
ろ

か
ら
、
準
備
が
整
い
し
だ
い
、
順

次
、
地
域
の
皆
様
と
一
緒
に
見
直

し
に
着
手
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
見
直
し
の
な
か
で
、
山
間
地

を
含
め
た
市
内
各
地
か
ら
市
街
地

を
結
ぶ
、
よ
り
利
便
性
の
高
い
公

共
交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

Ｑ 

市
民
生
活
と
ま
ち
づ
く
り
、公
共
交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
に
つ
い
て

 

Ａ 

学
校
統
合
に
取
り
組
む
地
域
か
ら
、
順
次
、
地

域
の
皆
様
と
一
緒
に
見
直
し
に
着
手
し
た
い

市内小中学校のスキー授業の
実施について
市職員の人件費削減について

　

新
発
田
は
市
街
地
近
接
の

ス
キ
ー
場
を
擁
す
る
素
晴
ら
し
い

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
が
、
そ
の

資
産
は
充
分
活
用
さ
れ
て
い
な

い
。
雪
国
体
験
、
冬
期
の
外
遊
び

機
会
の
確
保
に
有
効
な
「
ス
キ
ー

授
業
」
を
全
市
的
に
採
り
入
れ
て

は
ど
う
か
。

　

　

市
内
の
各
小
学
校
で
は
、

ス
キ
ー
授
業
を
含
め
、
登
山
や
地

引
き
網
、
遠
足
な
ど
学
校
の
実
情

に
合
わ
せ
て
自
然
と
の
か
か
わ
り

の
深
い
活
動
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

ス
キ
ー
や
そ
り
遊
び
を
取
り
入
れ

て
い
る
学
校
が
12
校
あ
る
。
ス
キ

ー
授
業
を
取
り
入
れ
て
教
育
課
程

を
編
成
し
て
い
る
小
中
学
校
は
、

自
校
の
特
色
や
そ
の
学
校
の
伝
統

あ
る
活
動
と
し
て
捉
え
、
地
域
の

自
然
を
活
か
し
た
活
動
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

は
望
ま
し
い
教
育
活
動
と
考
え
て

い
る
。
年
間
の
教
育
課
程
の
バ
ラ

ン
ス
や
経
費
等
を
考
え
て
進
め
る

必
要
が
あ
り
、
ス
キ
ー
授
業
の
実

施
の
有
無
は
、
各
校
の
実
情
に
応

じ
て
、
学
校
の
考
え
を
尊
重
し
た

い
。

　

来
年
度
よ
り
国
家
公
務
員

給
与
の
削
減
が
決
定
し
た
。
今
後

は
地
方
交
付
税
の
減
額
な
ど
圧
力

が
加
わ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

ま
た「
任
期
内
で
職
員
総
人
件
費

10
％
削
減
」
を
掲
げ
て
市
長
は
当

選
し
た
が
、「
財
政
計
画
」
に
よ
れ

ば
、
22
年
度
よ
り
４
・
８
％
減
と

公
約
の
半
分
程
度
で
あ
る
。
民
間

に
比
べ
て
公
務
員
給
与
が
異
常
に

高
い
と
い
う
世
論
が
渦
巻
く
中
、

今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く

の
か
市
長
に
問
う
。 

　

平
成
21
年
度
決
算
額
と
平

成
26
年
度
見
込
額
と
の
比
較
で
は

10
％
の
削
減
額
を
見
込
ん
で
い
る
。

当
市
の
よ
う
に
人
事
委
員
会
を
有

し
な
い
地
方
公
共
団
体
は
、
国
の

人
事
院
勧
告
や
県
人
事
委
員
会
勧

告
を
尊
重
し
従
来
か
ら
給
与
改
訂

を
お
こ
な
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
た
び
、
国
家
公
務
員
の
給
与

に
つ
い
て
、
人
事
院
勧
告
に
基
づ

く
改
訂
を
お
こ
な
う
こ
と
か
ら
、

当
市
で
も
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く

給
与
改
訂
の
実
施
を
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ｑ 

小
中
学
校
の
ス
キ
ー
授
業
の
実
施
に
つ
い
て

 

Ａ 

各
校
の
実
情
に
応
じ
て
学
校
の
考
え
を

尊
重
し
た
い

地域の日常生活の支援地域の日常生活の支援
が期待されるコミュニティバスが期待されるコミュニティバス

小学校のスキー授業小学校のスキー授業

Ｑ 

市
職
員
の
人
件
費
の
削
減
に
つ
い
て

 
Ａ 

従
来
か
ら
国
の
人
事
院
勧
告
や
県
人
事
委
員
会
勧

告
を
尊
重
し
給
与
改
訂
を
お
こ
な
う
こ
と
と
し
て
い
る



〔15〕

防災体制の強化
新発田市の保護司会に対しての
協力体制は

　

当
市
で
は
、
現
在
38
人
の

保
護
司
が
社
会
奉
仕
の
精
神
で

日
々
頑
張
っ
て
い
る
。
保
護
司
法

第
17
条
に
は
「
地
方
公
共
団
体
は

保
護
司
会
活
動
に
対
し
て
必
要
な

協
力
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

規
定
さ
れ
て
い
る
。
市
長
は
今
後

と
も
、
ど
の
よ
う
な
支
援
・
協
力

を
し
て
い
く
考
え
な
の
か
伺
う
。

　

当
市
で
も
、
保
護
司
会
の

活
動
に
対
し
、
毎
年
、
運
営
補
助

金
を
支
出
す
る
と
と
も
に
、
７
月

の
犯
罪
を
な
く
し
社
会
を
明
る
く

す
る
た
め
の
啓
発
活
動
で
あ
る

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
期

間
で
は
、
保
護
司
会
と
一
緒
に
活

動
し
て
い
る
。
今
後
も
、
保
護
司

会
の
活
動
が
、
犯
罪
を
し
た
者
及

び
非
行
の
あ
る
少
年
更
正
を
助
け
、

犯
罪
を
予
防
し
地
域
社
会
の
安
全
、

住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
一
層

の
支
援
・
協
力
体
制
の
充
実
に
努

め
て
い
き
た
い
。

Ｑ 

新
発
田
市
の
保
護
司
会
に
対
し
て
の
協
力
体
制
は

 

Ａ 

運
営
補
助
金
の
支
出
等
と
と
も
に
、
今
後
も
よ
り

一
層
の
支
援
・
協
力
体
制
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を

得
て
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
は
、
住

民
主
導
で
地
域
に
根
ざ
し
た
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
域
防

災
計
画
は
、
ほ
と
ん
ど
毎
年
計
画

内
容
を
改
め
て
お
り
、
見
直
す
動

き
が
相
次
い
で
い
る
が
、
当
市
も

地
震
津
波
に
関
し
て
も
想
定
を
見

直
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

ま
た
、
当
市
に
は
独
立
し
た
危
機

管
理
課
は
な
い
が
、
危
機
事
案
発

生
時
の
情
報
収
集
及
び
、
県
、
警

察
署
、
自
衛
隊
と
の
具
体
的
な
連

携
は
ど
う
か
。

　

国
や
県
は
、
地
震
・
津
波

想
定
の
見
直
し
を
始
め
て
お
り
、

当
市
も
国
や
県
の
見
直
し
結
果
を

踏
ま
え
、
被
害
想
定
の
見
直
し
を

お
こ
な
う
予
定
で
あ
る
。
危
機
事

案
発
生
時
の
情
報
は
、
県
内
全
市

町
村
が
広
域
的
に
防
災
情
報
を
共

有
で
き
る
新
潟
県
総
合
防
災
情
報

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
収
集
が
可
能
で

あ
る
。
警
察
署
・
自
衛
隊
と
の
連

携
は
、
災
害
時
の
責
務
を
明
確
に

定
め
、
市
総
合
防
災
訓
練
等
で
、

災
害
時
の
連
絡
体
制
等
の
連
携
方

法
を
確
認
し
て
い
る
。

Ｑ 

防
災
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

 

Ａ 

市
総
合
防
災
訓
練
等
で
災
害
時
の
連
絡
体
制

等
の
連
携
方
法
を
確
認
し
て
い
る

女性の視点を活かした防災対
策等について
女性の健康相談窓口の設置や
女性専門外来の設置について

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
既

存
の
防
災
対
策
に
は
女
性
の
視
点

が
欠
落
し
て
い
る
実
態
も
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
。
当
市
の
防
災
対
策

に
つ
い
て
、
①
防
災
会
議
へ
の
女

性
委
員
の
登
用
②
障
が
い
者
や
要

援
護
者
を
受
け
入
れ
る
「
福
祉
避

難
所
」
の
有
無
③
避
難
所
や
学
校

施
設
等
の
自
家
発
電
設
備
の
設
置

状
況
④
災
害
後
の
避
難
所
運
営
を

体
験
し
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
避
難

所
体
験
型
訓
練
運
営
ゲ
ー
ム
「
Ｈ

Ｕ
Ｇ
（
ハ
グ
）」
導
入
等
を
伺
う
。

　

①
防
災
計
画
の
見
直
し
の

中
で
女
性
の
参
画
を
図
り
た
い
。

②
福
祉
避
難
所
は
な
い
が
、
必
要

に
応
じ
て
避
難
所
の
一
部
を
利
用

し
た
福
祉
避
難
所
の
運
営
へ
の
移

行
等
を
お
こ
な
う
。
③
自
家
発
電

設
備
を
有
す
る
施
設
は
な
い
が
、

優
先
的
な
電
源
車
等
の
提
供
、
発

電
機
等
の
確
保
、
電
源
設
備
の
復

旧
作
業
等
が
迅
速
に
お
こ
な
わ
れ

る
体
制
を
整
備
し
て
い
る
。
④
提

案
の
Ｈ
Ｕ
Ｇ
も
踏
ま
え
、
訓
練
手

法
の
導
入
を
検
討
し
た
い
。

　

新
発
田
市
の
す
べ
て
の
女

性
が
安
心
し
て
相
談
、
受
診
の
で

き
る
女
性
専
門
外
来
の
設
置
に
つ

い
て
の
考
え
は
あ
る
の
か
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

当
市
で
は
、
健
康
に
関
す

る
相
談
は
、
常
時
、
健
康
推
進
課
の

窓
口
や
電
話
等
で
対
応
し
て
い
る

ほ
か
、
各
地
区
で
も
健
康
相
談
を

開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
内
容

に
応
じ
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配

慮
し
た
会
場
の
設
定
等
個
別
に
対

応
を
お
こ
な
い
、
相
談
し
や
す
い

体
制
で
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
後
は
、

女
性
特
有
の
症
状
や
心
身
の
こ
と

が
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
、
女

性
の
健
康
に
焦
点
を
絞
っ
た
相
談

会
を
設
け
る
な
ど
、
事
業
内
容
を

工
夫
し
取
り
組
み
た
い
。
女
性
専

門
外
来
は
、
同
性
で
あ
る
女
性
医

師
が
き
め
細
や
か
な
診
療
を
お
こ

な
い
、
健
康
の
問
題
に
対
応
で
き

る
有
効
な
方
法
と
し
て
県
内
で
は

６
か
所
の
医
療
機
関
が
開
設
し
て

い
る
。
女
性
専
門
外
来
の
設
置
は
、

こ
れ
ま
で
も
こ
と
あ
る
ご
と
に
県

へ
働
き
か
け
て
き
た
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
要
望
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ 
女
性
の
視
点
を
活
か
し
た
防
災
対
策
の
見
直
し
に
つ
い
て

 

Ａ 
防
災
計
画
の
見
直
し
の
中
で
女
性
の
参
画
を

図
り
た
い

Ｑ 

ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
女
性
専
門
外
来
設
置
の
必
要
性
に
つ
い
て

 

Ａ 

引
き
続
き
県
へ
女
性
専
門
外
来
の
設
置
を
要

望
し
て
い
き
た
い

市総合防災訓練市総合防災訓練

東日本大震災の１次避難所となった東日本大震災の１次避難所となった
サン・ビレッジしばたサン・ビレッジしばた
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放射性物質の環境等調査に 
ついて
再生可能エネルギーへの転換
について

　

福
島
第
一
原
発
の
事
故

で
、
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
汚

染
は
深
刻
な
状
況
に
あ
る
。
①
当

市
の
給
食
用
食
材
の
放
射
性
物
質

検
査
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
ど

う
か
。
②
焼
却
場
か
ら
排
出
さ
れ

る
焼
却
灰
や
放
射
性
物
質
が
溜
ま

り
や
す
い
所
な
ど
、
定
期
的
に
検

査
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど

う
か
。
③
が
れ
き
の
受
入
れ
に
つ

い
て
、
焼
却
時
に
発
生
す
る
排
ガ

ス
か
ら
の
放
射
性
物
質
の
飛
散
も

心
配
さ
れ
る
。
慎
重
で
あ
る
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

　

①
使
用
日
前
日
の
放
射
性

物
質
検
査
の
結
果
、
万
が
一
、
放

射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
た
食
材
は
、

給
食
に
使
用
し
な
い
。
②
校
庭
や

園
庭
等
の
放
射
線
量
調
査
を
継
続

し
て
お
こ
な
い
、
定
期
的
に
公
表

す
る
と
と
も
に
、
調
査
を
希
望
す

る
自
治
会
に
出
向
い
て
空
間
放
射

線
量
の
調
査
を
お
こ
な
う
。
③
被

災
地
の
が
れ
き
は
、
放
射
線
の
安

全
の
確
保
や
処
分
に
係
る
技
術
的

な
問
題
を
解
決
し
、
市
民
の
理
解

を
得
る
等
、
環
境
を
整
え
た
後
に

受
入
れ
た
い
。

　

東
日
本
大
震
災
以
来
、
電

力
供
給
事
情
は
大
き
く
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
る
。
①
加
治
川
堤
の
片

側
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
並
べ
、
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
設
置
し
、
片
側
に

小
型
風
力
発
電
機
を
２
，０
０
０

台
設
置
し
風
力
発
電
を
お
こ
な
う

と
い
う
構
想
は
ど
う
か
。
②
市
は

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
ど
う
取

り
組
む
の
か
。　
　
　
　
　
　
　

　

　

①
加
治
川
の
堤
に
は
、
堤

体
に
影
響
を
及
ぼ
す
場
所
へ
の
も

の
、
水
防
活
動
に
支
障
を
来
た
す

お
そ
れ
の
あ
る
も
の
等
の
設
置
は

で
き
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
が

あ
り
、
費
用
対
効
果
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
等
も
含
め
、
慎
重
に
調
査
・

研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
②
新
年

度
か
ら
着
手
す
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
地
域
特
性

を
活
か
し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
促
進
と
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に

よ
る
地
域
産
業
の
活
性
化
を
図

り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
と
環
境

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
の
推
進
を
基
本

に
、
具
体
的
な
施
設
の
導
入
に
つ

い
て
早
急
に
各
種
調
査
を
実
施

し
、
検
討
し
た
い
。

Ｑ 

放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
等
の
調
査
に
つ
い
て

 

Ａ 

放
射
性
物
質
検
査
、
空
間
放
射
線
量
調
査
等
を

お
こ
な
い
、
が
れ
き
は
環
境
整
備
後
受
け
入
れ
た
い

「県立新発田病院の満床状態」の
早急な改善と、下越地域の地域
医療病院の充実を
中学校における武道必修化 
（柔道）について

　

①
病
床
利
用
が
99
％
と
も

言
わ
れ
て
い
る
県
立
新
発
田
病
院

に
可
能
な
限
り
の
ベ
ッ
ド
増
床
を

県
に
要
望
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

②
阿
賀
野
市
、
胎
内
市
、
村
上
市

で
２
次
救
急
医
療
体
制
の
整
備
を

県
に
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

③
県
内
の
医
師
を
増
や
す
た
め
、

県
に
県
立
医
科
大
学
の
設
置
も
含

め
、
医
学
部
新
設
を
進
め
る
よ
う

要
請
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　

①
県
立
新
発
田
病
院
が
地

域
医
療
を
支
え
ら
れ
る
医
療
体
制

と
な
る
よ
う
、
病
床
数
を
含
め
た

総
合
的
な
観
点
か
ら
、
県
や
関
係

機
関
に
引
き
続
き
お
願
い
し
た
い
。

②
村
上
市
、
胎
内
市
に
は
救
急
診

療
所
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

今
後
阿
賀
野
市
に
新
し
い
病
院
が

建
設
さ
れ
れ
ば
、
救
急
医
療
体
制

の
改
善
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ

る
。
③
現
時
点
で
は
、
地
域
的
な

医
師
不
足
に
主
眼
を
置
く
の
で
は

な
く
、
全
国
的
な
視
野
で
、
都
市

部
に
集
中
す
る
医
師
の
地
域
偏
在

等
に
つ
い
て
、
国
を
動
か
し
行
政

の
責
任
で
解
消
す
る
努
力
が
優
先

さ
れ
る
。

　

４
月
か
ら
全
中
学
校
に
お

い
て
武
道
必
修
化
で
柔
道
が
採
用

さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
①
こ

れ
ま
で
事
故
等
は
な
か
っ
た
の

か
。
指
導
者
研
修
は
お
こ
な
わ
れ

て
い
た
の
か
。
②
必
修
化
に
当
た

り
、
安
全
の
確
保
を
最
優
先
に
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち

の
安
全
を
ど
の
よ
う
に
守
る
の
か
。

　

①
当
市
で
は
、
命
に
か
か

わ
っ
た
り
、
重
い
障
が
い
が
残
る

よ
う
な
事
故
は
起
き
て
い
な
い
。

指
導
者
研
修
は
、
県
の
実
技
研
修

会
等
に
複
数
回
参
加
し
て
、
自
ら

教
え
る
技
能
や
安
全
な
指
導
の
仕

方
を
研
修
し
、
事
故
の
防
止
に
努

め
て
い
る
。
②
運
動
の
た
め
の
十

分
な
広
さ
の
確
保
や
マ
ッ
ト
等
で

一
部
を
覆
う
等
、
柔
道
場
の
整
備

に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
学
習
す

る
技
の
順
序
等
を
段
階
的
に
進
め

た
り
、
さ
ら
に
、
個
々
の
動
き
を

把
握
す
る
た
め
一
斉
授
業
形
態
の

取
り
入
れ
や
上
達
度
に
応
じ
た
立

ち
技
を
選
択
し
て
指
導
し
、
指
導

者
の
人
数
を
複
数
に
し
た
り
、
外

部
講
師
の
要
請
を
検
討
し
た
り
し

て
い
る
。

Ｑ 

県
立
新
発
田
病
院
の
満
床
状
態
の
早
急
な
改
善
を

 

Ａ 

病
床
数
を
含
め
た
総
合
的
な
観
点
か
ら
、
県

や
関
係
機
関
に
引
き
続
き
お
願
い
し
た
い

阿賀野市に県が設置した阿賀野市に県が設置した
メガソーラー発電所メガソーラー発電所

地域医療を支える県立新発田病院地域医療を支える県立新発田病院

Ｑ 

中
学
校
に
お
け
る
武
道
必
修
化（
柔
道
）に
つ
い
て

 

Ａ 

自
ら
教
え
る
技
能
や
安
全
な
指
導
の
仕
方
の
研
修

な
ど
の
実
施
に
よ
り
、
事
故
の
防
止
に
努
め
て
い
る

Ｑ 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
に
つ
い
て　

 

Ａ 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
具
体
的
な
施

設
の
導
入
に
つ
い
て
各
種
調
査
を
実
施
し
、
検
討
し
た
い
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法定外公共物の維持管理や整備
について
上中山大規模豚舎の悪臭問題に
ついて

　

市
は
昨
年
５
月
に
㈱
ナ
カ

シ
ョ
ク
に
対
し
、
住
民
の
生
活
環

境
が
損
な
わ
れ
て
い
る
と
し
て
悪

臭
防
止
法
に
よ
る
２
回
目
の
改
善

勧
告
を
お
こ
な
っ
た
。
し
か
し
、

悪
臭
は
改
善
さ
れ
ず
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
勧
告
後
の
悪
臭
に
つ
い

て
の
認
識
と
、
悪
臭
防
止
策
へ
の

指
導
は
ど
の
よ
う
に
し
て
き
た

か
。
立
ち
入
り
調
査
も
検
討
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

　

臭
気
調
査
や
苦
情
件
数
か

ら
、
勧
告
前
と
勧
告
後
で
は
悪
臭

の
状
況
は
変
わ
っ
て
い
な
い
と
考

え
る
。
悪
臭
防
止
策
の
指
導
は
、

恒
久
的
な
対
策
と
し
て
、
密
閉
式

豚
舎
と
脱
臭
設
備
設
置
の
検
討
の

指
導
で
あ
り
、
恒
久
的
対
策
が
取

ら
れ
る
ま
で
の
対
策
は
、
現
況
報

告
の
提
出
や
口
頭
等
で
減
頭
を
含

め
た
対
応
の
指
導
で
あ
る
。
事
業

者
に
は
、
法
定
基
準
値
を
守
れ
る

飼
育
頭
数
で
飼
育
す
る
よ
う
強
く

求
め
た
い
。
今
後
さ
ら
に
法
定
基

準
値
の
超
過
が
継
続
す
れ
ば
、
悪

臭
防
止
法
に
よ
る
立
ち
入
り
を
躊

ち
ゅ
う

躇ち
ょ

す
る
も
の
で
は
な
い
。

Ｑ 

上
中
山
大
規
模
豚
舎
か
ら
の
悪
臭
問
題
に
つ
い
て

 

Ａ 

法
定
基
準
値
の
超
過
が
継
続
す
れ
ば
、
悪
臭
防
止

法
に
よ
る
立
ち
入
り
を
躊ち

ゅ
う

躇ち
ょ

す
る
も
の
で
は
な
い

　

法
定
外
公
共
物
（
道
路
、

河
川
、
水
路
等
の
公
共
物
の
う
ち
、

道
路
法
、
河
川
法
な
ど
、
法
の
適

用
を
受
け
な
い
も
の
）
は
国
有
財

産
と
な
っ
て
い
た
が
、
関
係
市
町

村
に
譲
与
さ
れ
た
。
道
路
や
水
路

の
改
修
や
整
備
の
住
民
要
望
に
ど

う
応
え
て
い
る
か
。
市
は
積
極
的

に
整
備
し
市
道
に
認
定
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

　

法
定
外
公
共
物
の
道
路
は
、

原
則
、
整
備
を
要
望
す
る
関
係
住

民
で
組
織
す
る
団
体
に
対
し
て
、

私
道
整
備
補
助
金
制
度
に
よ
り
、

事
業
費
の
３
分
の
２
を
助
成
し
、

市
街
化
区
域
内
の
排
水
路
は
排
水

路
改
築
工
事
補
助
金
制
度
を
活
用

い
た
だ
き
整
備
し
て
い
る
。
市
街

化
区
域
外
の
排
水
路
は
、
要
望
さ

れ
た
自
治
会
等
に
必
要
な
資
材
等

の
支
給
や
工
事
機
械
等
の
支
援
を

お
こ
な
っ
て
い
る
。
生
活
及
び
防

災
上
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
道
路

は
、
公
共
性
を
前
提
に
、
市
道
認

定
し
て
き
た
が
、
今
後
と
も
市
道

認
定
基
準
に
基
づ
き
認
定
、
整
備

し
て
い
き
た
い
。

Ｑ 

法
定
外
公
共
物
の
維
持
管
理
や
整
備
に
つ
い
て

 

Ａ 

私
道
整
備
補
助
金
制
度
等
を
活
用
し
た
整
備
と
と
も

に
、市
道
認
定
基
準
に
基
づ
き
認
定
、
整
備
し
て
い
き
た
い

新発田市の青少年対策について
ＦＭしばたや観光協会と市広報業
務の「融合・協同・共創」をもって
行政改革を実現することについて

　

新
発
田
市
に
お
い
て
、
20

歳
代
の
若
者
を
支
援
、
サ
ポ
ー
ト

す
る
相
談
窓
口
が
な
い
。
こ
れ
か

ら
の
少
子
高
齢
化
を
考
え
る
う
え

で
、
し
っ
か
り
し
た
若
者
応
援
を

し
て
ほ
し
い
。
婚
活
や
マ
チ
コ
ン

で
市
内
を
活
性
化
し
て
ほ
し
い
が
、

市
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　

若
者
対
象
の
事
業
と
し
て
、

「
大
人
の
た
め
の
趣
味
講
座
」、「
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
等

の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、
体

系
立
て
た
取
組
み
に
な
っ
て
い
な

い
。
今
後
、
関
連
施
策
も
併
せ
た

総
合
的
な
支
援
策
を
講
じ
、
若
者

支
援
の
窓
口
の
明
確
化
も
必
要
で

あ
る
。
婚
活
に
つ
い
て
は
、
課
題

を
整
理
し
、
関
係
団
体
と
の
連
携

を
図
っ
た
う
え
で
の
事
業
実
施
が

必
要
で
あ
り
、
具
体
的
な
事
業
の

方
向
性
が
決
定
し
た
段
階
で
予
算

計
上
し
た
い
。
マ
チ
コ
ン
に
つ
い

て
は
、
開
催
の
手
法
等
に
関
し

て
、
各
地
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る

事
例
を
参
考
に
、
商
店
街
、
飲
食

店
組
合
と
協
議
・
検
討
を
お
こ
な

い
た
い
。

　

市
の
広
報
や
情
報
出
力
に

か
か
る
費
用
を
ま
と
め
て
、
Ｆ
Ｍ

し
ば
た
や
観
光
協
会
な
ど
と
融
合
、

協
同
、
共
創
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

大
胆
な
制
度
の
見
直
し
や
業
務
の

見
直
し
、
効
率
化
で
行
政
改
革
が

可
能
に
な
る
と
考
え
る
が
、
市
長

の
考
え
を
伺
う
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　

市
が
最
も
重
視
し
、
中
心

に
据
え
る
べ
き
メ
デ
ィ
ア
は
「
広

報
し
ば
た
」
だ
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
情
報
化
が
進
展
す
る
情

報
化
社
会
で
は
、
年
齢
層
や
職
業
、

通
勤
方
法
、
個
人
の
好
み
等
に
よ

っ
て
選
択
さ
れ
る
メ
デ
ィ
ア
が
多

様
化
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
各

メ
デ
ィ
ア
を
最
大
限
に
活
用
す
る
、

い
わ
ゆ
る
「
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
」

の
視
点
に
立
ち
、
同
じ
テ
ー
マ
を

異
な
る
角
度
か
ら
情
報
発
信
す
る

な
ど
、
互
い
の
役
割
分
担
と
連
携

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
化
し
、
新

た
な
広
報
展
開
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
引
き
続
き
、

効
果
や
効
率
の
視
点
を
持
ち
な
が

ら
市
民
の
情
報
入
手
の
利
便
性
向

上
に
努
め
た
い
。

Ｑ 

新
発
田
市
の
青
少
年
対
策
に
つ
い
て

 

Ａ 

関
連
施
策
も
併
せ
た
総
合
的
な
支
援
策
を
講

じ
支
援
し
て
い
き
た
い

Ｑ 

メ
デ
ィ
ア
情
報
出
力
業
務
は
融
合
を
も
っ
て
行
政
改
革
を

 

Ａ 

メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
の
視
点
で
新
た
な
広
報

展
開
を
図
っ
て
い
き
た
い

法定外公共物となっている小路法定外公共物となっている小路

ＦＭしばたの入るＦＭしばたの入る
市生涯学習センター市生涯学習センター
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市
庁
舎
建
設
関
連

Ｑ 　

新
庁
舎
建
設
の
設
計
者
選
定
を
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
と
し
た
理
由
は
。

Ａ 　

コ
ン
ペ
方
式
は
設
計
者
の
作
品
を
選
ぶ

も
の
で
、
変
更
も
難
し
い
が
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
は
、
理
解
力
、
想
像
力
、
技
術
力
を

総
合
し
て
設
計
者
を
決
め
る
。
市
民
の
意

見
、
議
会
の
意
見
、
あ
る
い
は
市
の
意
見
を

そ
れ
ぞ
れ
調
整
し
な
が
ら
一
緒
に
ひ
と
つ

の
案
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

義
援
金
関
連

Ｑ 　
震
災
の
義
援
金
の
現
在
の
状
況
は
。

Ａ 　

義
援
金
８
９
０
０
万
円
の
う
ち
約

２
９
０
０
万
円
を
使
っ
て
お
り
、
残
り
は

約
３
分
の
２
で
あ
る
。
平
成
24
年
度
は
相

談
所
の
開
設
、
児
童
生
徒
の
学
用
品
や

日
々
の
給
食
費
、
修
学
旅
行
な
ど
の
校
外

活
動
経
費
、
あ
る
い
は
介
助
員
の
増
員
費

用
、
そ
れ
か
ら
保
育
園
、
幼
稚
園
の
保
育

料
の
経
費
、
健
康
支
援
と
し
て
の
予
防
接

種
や
健
康
診
断
な
ど
を
予
算
化
し
た
。

エ
フ
エ
ム
関
連

Ｑ 　
難
聴
地
域
解
消
事
業
は
ど
の
よ
う
に
進

め
る
の
か
。

Ａ 　

こ
の
事
業
の
第
一
の
目
的
は
災
害
時
の

情
報
を
的
確
に
市
民
に
伝
え
る
こ
と
で
あ

り
、
新
発
田
市
が
経
費
を
負
担
す
る
。
24

年
度
に
五
十
公
野
山
の
送
信
所
の
ア
ン
テ

ナ
を
高
く
し
、
指
向
性
も
考
慮
し
て
５
つ

あ
る
難
聴
地
域
の
う
ち
２
地
域
を
解
消
し

た
い
。
残
る
３
つ
の
地
域
に
つ
い
て
は
、

後
年
度
に
中
継
局
を
設
け
て
解
消
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

選
挙
関
連

Ｑ 　

期
日
前
投
票
で
は
各
支
所
や
別
館
を

使
っ
て
い
る
が
、
別
館
は
誘
導
や
案
内
に

問
題
が
あ
る
。
場
所
の
変
更
は
。

Ａ 　

こ
の
秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る
県
知
事
選

挙
に
つ
い
て
も
現
在
の
各
支
所
と
別
館
で

考
え
て
い
る
。
別
館
で
は
障
が
い
者
の

方
、
体
調
が
悪
い
方
や
お
年
寄
り
の
方
に

も
１
階
の
駐
車
場
を
利
用
し
て
も
ら
い
、

車
い
す
等
も
用
意
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ

を
使
っ
て
２
階
ま
で
上
が
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

協
働
推
進
関
連

Ｑ　

地
域
審
議
会
の
今
後
の
考
え
方
は
。

Ａ 　

地
域
審
議
会
の
設
置
の
仕
方
は
、合
併
特

例
法
に
基
づ
く
地
域
審
議
会
と
、
そ
れ
か
ら

自
治
法
に
基
づ
く
通
常
の
審
議
会
と
い
う

ス
タ
イ
ル
を
選
べ
た
が
、
こ
の
地
域
審
議
会

は
、
特
例
法
に
基
づ
か
な
い
審
議
会
の
位
置

づ
け
と
い
う
こ
と
で
、
建
設
的
な
審
議
を
し

て
い
た
だ
く
と
い
う
意
味
よ
り
も
、
合
併
時

の
計
画
が
き
ち
ん
と
お
こ
な
わ
れ
て
い
る

か
、
監
視
的
に
計
画
を
見
て
い
た
だ
く
と
い

う
目
的
で
設
置
し
て
い
る
。

紫
雲
寺
風
力
発
電（
株)

Ｑ　

風
力
発
電
は
４
基
あ
る
が
、
増
設
の
計
画
は
。

Ａ 　

政
府
の
買
い
上
げ
単
価
の
関
係
と
、
東
北
電
力
の
買

い
入
れ
の
関
係
が
当
然
絡
ん
で
く
る
し
、
新
発
田
市
と

の
話
し
合
い
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
の
検
討
が
必
要
と

考
え
る
。

（
株
）紫
雲
寺
記
念
館

Ｑ　

防
災
訓
練
や
津
波
に
対
す
る
訓
練
は
。

Ａ 　

防
災
訓
練
は
６
月
、
12
月
に
消
防
防
災
を
強
く
意
識

し
た
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
２
年
に
１
回
12

月
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
・
人
工
呼
吸
の
講
習
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。
施
設
の
標
高
が
12
・
５
ｍ
で
あ
る
た
め
、
津
波
を

想
定
し
た
訓
練
は
し
て
い
な
い
。

（
財
）新
発
田
市
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

Ｑ 　
農
業
法
人
や
個
人
も
こ
の
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
加

入
で
き
る
の
か
。

Ａ 　

勤
労
者
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
、
農
業
法

人
・
農
園
経
営
者
、
個
人
経
営
の
家
族
で
も
加
入
で
き

る
。
中
小
企
業
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
加
入
可
能
で
あ

る
。

（
株
）エ
フ
エ
ム
し
ば
た

Ｑ 　
番
組
内
容
を
30
歳
代
か
ら
50
歳
代
向
け
の
番
組
編
成

に
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

Ａ 　

近
年
若
年
層
の
聴
取
も
増
え
て
き
て
い
る
が
、
ま
だ

ま
だ
少
な
く
、
ラ
ジ
オ
を
聴
く
習
慣
が
あ
る
の
は
や
は

り
30
歳
代
か
ら
50
歳
代
で
あ
る
と
の
デ
ー
タ
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
方
に
多
く
聞
い
て
も
ら
う
た
め
に
好
み
の
番

組
づ
く
り
を
お
こ
な
っ
て
い
き
た
い
。
た
だ
若
年
層
の

底
上
げ
も
あ
る
の
で
、
若
者
が
聴
い
て
楽
し
め
る
番
組

づ
く
り
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

平成24年度一般会計予算審査状況
　平成24年度一般会計予算議案は、12人で構成する一般会計予算審査特別委員会を設置し、第3セクター
関係の参考人意見陳述を含め4日間にわたり審査しました。
　委員会では、採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決まりました。本会議最終日において、討論がお
こなわれ、全員賛成で採決されました。（※ 以下は、審査状況の一部を紹介しています。）

新年度の予算案を徹底審査！新年度の予算案を徹底審査！

市庁舎別館市庁舎別館



〔19〕

ご
み
関
連

Ｑ 　
ご
み
袋
は
前
の
袋
よ
り
３
分
の
１
く
ら

い
小
さ
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

Ａ 　

昨
年
の
11
月
に
規
則
等
を
改
正
し
、
形

状
を
変
更
し
た
。
小
さ
く
な
っ
た
と
い
う

声
、
あ
る
い
は
使
い
づ
ら
い
と
い
う
声
も

数
多
く
あ
る
。
逆
に
よ
く
な
っ
た
と
い
う

意
見
も
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
る

の
で
、
次
回
の
製
作
時
に
ま
た
形
状
等
の

変
更
を
お
こ
な
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

災
害
関
連

Ｑ 　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
対
す
る
予
算
の
内
容
は
。

Ａ 　

内
容
は
、
１
台
当
た
り
４
、
２
０
０
円

の
緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
３
３
０
台
の

購
入
と
配
付
・
設
置
調
整
作
業
委
託
料
、

ま
た
、
土
砂
災
害
に
つ
い
て
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
も
毎
年
の
よ
う
に
県
の
指
定
を
受

け
な
が
ら
更
新
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

環
境
関
連

Ｑ　

環
境
デ
ー
タ
測
定
事
業
と
は
。

Ａ 　

こ
の
事
業
で
は
大
気
、
水
、
騒
音
以
外

に
臭
気
の
定
期
的
な
調
査
を
特
定
の
地
域

で
測
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
放
射
線
の
測

定
を
昨
年
の
８
月
か
ら
小
中
学
校
、
公
共

施
設
、
村
部
に
つ
い
て
も
公
会
堂
等
で
実

施
し
て
お
り
、
新
潟
県
が
通
常
の
範
囲
と

主
張
し
て
い
る
範
囲
に
お
さ
ま
っ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
た
。
24
年
度
も
、
緊
急
雇

用
対
策
事
業
を
利
用
し
、
専
門
の
嘱
託
を

配
置
し
な
が
ら
、
自
治
会
等
の
範
囲
ま
で

き
め
細
か
く
や
っ
て
い
き
た
い
。

健
康
関
連

Ｑ 　
24
年
度
の
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は

ど
の
よ
う
な
形
で
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ 　

こ
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
24
年
度

の
後
半
に
現
行
の
生
ワ
ク
チ
ン
か
ら
不
活

化
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
に
移
行
す
る
と

新
聞
等
で
報
道
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
国

か
ら
は
ま
だ
正
式
な
通
知
等
が
き
て
い
な

い
。
24
年
度
は
現
行
の
生
ワ
ク
チ
ン
を
国

の
通
知
が
く
る
ま
で
続
け
て
い
く
と
い
う

方
針
で
あ
る
。
生
ワ
ク
チ
ン
が
不
活
化
ワ

ク
チ
ン
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
生
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
を
控
え
る
と
、
む
し
ろ
障
が

い
が
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、

先
般
広
報
を
通
じ
て
生
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

を
受
け
て
い
た
だ
く
よ
う
に
啓
発
を
し
た
。

福
祉
関
連

Ｑ　

児
童
ク
ラ
ブ
の
開
所
時
間
に
つ
い
て

Ａ 　

児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
は
、
昨
年
の
４
月

か
ら
、
終
了
時
間
に
つ
い
て
は
午
後
６
時

半
ま
で
延
長
し
て
い
る
。
学
校
休
業
日
、
い

わ
ゆ
る
土
曜
日
や
夏
休
み
に
つ
い
て
も
、

新
年
度
４
月
か
ら
各
児
童
ク
ラ
ブ
の
状
況

に
応
じ
て
午
前
７
時
30
分
か
ら
開
設
す
る
。

教
育
関
連

Ｑ 　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
つ
い
て

当
市
の
や
り
方
は
。

Ａ 　

新
教
育
基
本
法
で
の
活
用
型
の
学
力
を

調
査
で
き
る
の
は
、
こ
の
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
の
み
な
の
で
、
平
成
24
年
度

当
市
も
市
内
の
す
べ
て
の
小
中
学
校
34
校

に
実
施
し
、
Ｂ
学
力
、
知
識
、
技
能
の
活

用
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
は
か
る
。

産業連携関連

Ｑ 　東京でアンテナショップを開設するための調査を
するが、その計画は。

Ａ 　アンテナショップの方向性、方針はまだ確定して
いないが、新発田市の知名度とか、あるいは新発田
に対する物産のイメージとかを、例えばアンケート
調査を実施をしながら、一番成功に導けるような商
店街を選んで実施をしていきたい。

農業関連

Ｑ 　健康農産物づくり推進事業として、漢方薬原料栽
培の種類と栽培方法と成果などは。

Ａ 　薬草の関係で今取り組んでいる品目は、トウキ、
カンゾウ、センブリ、田七人参の４品目である。ま
だ１年目で、研究ということで、面積的にも多くは
ない。トウキで５アール程度、カンゾウでは２畝ほ
ど、田七人参で２畝ほどである。今後24年度も事
業を継続しながらその拡大等に努めていきたい。

商工関連

Ｑ 　市内の企業倒産状況で、23年度は８件である
が、前年度は３件で、前々年度は４件であった。増
えた要因は。

Ａ 　業種は、建設業が一番である。そのほかホテル旅
館飲食業が多い。この要因は、震災による影響が大
きかったと想像している。サプライチェーンと言わ
れる部品の供給網が相当の期間寸断され、そのため
の品不足が大きな原因と判断している。

耐震関連

Ｑ 　住宅リフォーム支援事業5,000万円の想定件数は。
Ａ 　5,000万円については、住宅リフォームの補助
で、工事費の20％、20万円限度で考えており、
250件分を考えている。

松くい虫関連

Ｑ 　松くい虫は平成22年度と23年度を比較すると、
紫雲寺地区で被害面積が628㎡から5,000㎡に大
きく広がった。被害が増えた要因は。

Ａ 　県の専門員の話なども踏まえると、気候的な暑さ
や雨によるものが大きく、あとはたばこ畑のドリフ
トの関係で、少し航空防除の地域を減らしたことも
若干あると言われている。

観光関連

Ｑ 　暴力団追放の件で、露店の方々と暴力団の区別は
どういうふうに理解しているのか。

Ａ 　新潟県暴力団排除条例に伴い、新発田警察署と連
携し、暴力団に露店を出店させない取り組みとし
て、昨年より臨時露店出店許可願について注意事項
を設け、出店者の身元を確認し、警察に照会し、出
店しようとする者に暴力団員でないことや、暴力団
に売上金を提供しないよう誓約をさせるという条項
を設け、対応をしてきた。昨年は、新発田警察署に
臨時露店の受け付けにも同席いただき、この取り組
みに努めてきている。
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市
長
へ
の
総
括
質
疑

※ 

平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
予
算
審
査
（
18
〜
19
ペ
ー
ジ
参
照
）
の

内
容
を
踏
ま
え
、
市
長
に
総
括
的
な
質
疑
を
お
こ
な
っ
た
も
の

住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

Ｑ 　
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
及
び

維
持
管
理
業
務
で
毎
年
の
よ
う
に
費
用
が
か
か
っ
て
い
る
。

ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
整
備
す
れ
ば
、
コ
ス
ト

減
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
導
入
は
。

Ａ 　

ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
、
三
条
の
国
定
市
長
が
大

変
詳
し
く
、
率
先
し
て
各
市
町
村
に
呼
び
か
け
て
い
る
が
、

そ
の
ク
ラ
ウ
ド
の
共
同
化
を
や
る
と
、
10
年
間
で
大
体
10
億

円
ち
ょ
っ
と
か
か
る
そ
う
で
あ
る
。
既
に
で
き
て
い
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
そ
の
ま
ま
単
独
の
ク
ラ
ウ
ド
で
や
っ
て
い
く
と
約

９
億
円
く
ら
い
で
で
き
る
。
現
在
の
新
発
田
市
独
自
の
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
た
ほ
う
が
は
る
か
に
安
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
の
で
、
そ
う
い
う
方
向
で
考
え
て
い
き
た
い
。

観
光
・
商
工
振
興
に
つ
い
て

Ｑ 　
産
業
振
興
と
観
光
振
興
が
１
つ
の
部
だ
が
、
産
業
と
観
光
の

業
務
は
多
岐
に
わ
た
り
、
い
ろ
ん
な
業
務
と
イ
ベ
ン
ト
で
仕
事

が
膨
大
に
な
っ
て
い
る
。
で
き
れ
ば
産
業
と
観
光
の
事
業
は
分

け
て
、
一
つ
ず
つ
や
っ
て
い
っ
た
ほ
う
が
良
い
の
で
は
。

Ａ 　

農
林
産
業
部
あ
る
い
は
観
光
商
工
振
興
部
と
い
う
２
つ
作

る
ほ
ど
、
新
発
田
が
そ
れ
だ
け
の
ス
ケ
ー
ル
が
あ
る
か
と
言

わ
れ
れ
ば
、
か
え
っ
て
組
織
が
大
き
く
肥
大
化
し
て
し
ま
う
。

　

 　

ま
た
、
ど
ち
ら
も
産
業
振
興
に
か
か
わ
る
と
い
う
こ
と

と
、
今
回
一
番
に
う
た
っ
て
い
る
成
長
戦
略
の
中
に
食
と
観

光
が
あ
る
が
、
ま
さ
に
こ
れ
が
１
つ
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ

の
辺
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
や
っ
て
い
け
る
と
い
う
こ
と
も
あ

る
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
、
こ
の
産
業
振
興
部
を
解
体
す
る
と

い
う
ふ
う
に
は
考
え
て
い
な
い
。

ご
み
と
し
尿
処
理
に
つ
い
て

Ｑ 　
ご
み
と
し
尿
処
理
の
業
者
の
委
託
関
係
で
、
今
現
在
、
随

意
契
約
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
が
、
財
政
が
厳
し
い
状
況

の
中
、
競
争
原
理
で
入
札
に
切
り
替
え
る
考
え
は
な
い
か
。

Ａ 　

大
事
な
部
門
で
あ
り
、
安
け
れ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
で
も

な
い
。
そ
の
辺
の
兼
ね
合
い
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

る
が
、
今
の
と
こ
ろ
随
意
契
約
で
や
っ
て
お
り
、
新
規
の
業

者
が
入
り
た
い
と
い
う
情
報
は
入
っ
て
い
な
い
。
シ
ス
テ
ム

と
し
て
は
非
常
に
う
ま
く
や
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て

Ｑ 　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
で
、
施
工
業
者
に
つ
い
て
市

建
設
工
事
等
入
札
参
加
登
録
業
者
、
も
し
く
は
市
小
規
模
工

事
に
登
録
さ
れ
て
い
る
業
者
ま
た
は
個
人
と
い
う
条
件
が
つ

い
て
い
る
。
実
際
、
大
工
さ
ん
と
か
長
年
生
活
が
苦
し
く
て

払
い
た
く
て
も
払
え
な
い
税
金
を
滞
納
し
て
い
る
方
、
い
わ

ゆ
る
税
金
の
滞
納
、
公
共
料
金
を
滞
納
し
て
い
る
人
は
登
録

で
き
な
い
。
プ
レ
ミ
ア
ム
建
設
券
の
と
き
に
は
そ
う
い
う
条

件
は
な
か
っ
た
。
施
工
業
者
の
幅
を
広
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ 　

も
と
も
と
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
は
経
済
効
果
を
促
す
の
が
一

番
大
き
い
。
当
然
、
発
注
責
任
は
市
で
は
な
く
市
民
の
方
に

あ
る
の
で
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
市
民
が
市
税
の
滞
納

あ
る
い
は
公
共
料
金
の
滞
納
が
あ
れ
ば
、
そ
う
は
い
か
な
い

が
、
し
か
し
、
施
工
業
者
の
方
に
ま
で
果
た
し
て
ど
う
か
と

い
う
こ
と
も
十
分
理
解
で
き
る
。
今
回
の
プ
レ
ミ
ア
ム
券
も

一
切
そ
う
い
う
条
項
は
つ
け
な
い
の
で
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業
に
お
い
て
も
同
様
の
方
向
で
担
当
課
に
は
指
示
を

し
て
み
た
い
。

財
政
に
つ
い
て

Ｑ 　

１
，０
０
０
億
円
に
上
る
借
金
は
大
丈
夫
か
と
い
う
部
分

が
あ
る
一
方
、
今
年
の
予
算
は
新
発
田
市
と
し
て
史
上
最
高

の
額
で
あ
る
。
片
方
で
収
入
の
面
か
ら
す
れ
ば
市
税
収
入
は

20
年
か
ら
ず
っ
と
減
っ
て
き
て
い
る
。
予
算
編
成
過
程
に
つ

い
て
、
も
う
少
し
市
民
サ
イ
ド
か
ら
見
て
わ
か
り
や
す
い
方

法
が
な
い
も
の
か
。

Ａ 　

ま
ず
議
会
の
皆
さ
ん
方
に
し
っ
か
り
透
明
性
を
確
保
し

て
い
く
の
が
一
つ
。
ま
た
、
今
ま
で
の
行
政
評
価
そ
の
も
の

が
非
常
に
わ
か
り
づ
ら
か
っ
た
。
そ
れ
を
シ
ン
プ
ル
に
し
て

い
け
ば
も
っ
と
使
い
勝
手
が
よ
く
な
る
と
思
う
。
そ
の
辺
を

今
、
企
画
財
務
部
の
ほ
う
に
指
示
し
て
い
る
。

一般会計予算審査特別委員会
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夫

予算審査特別委員会
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　市長は、産業振興によって収入を増やし、福
祉・教育に回すとし、まちづくり実行プランの基
調のもと、多様化する市民ニーズと市民満足度に
応えるための新規事業が盛り込まれている。
　アンテナショップ開設調査事業、新発田野菜ブ
ランド化支援、水産物直売所整備事業の基本計画
の策定を実施する。
　新発田市の近い将来が、明るい希望の持てる予
算組みであると認め、高く評価し、賛成する。

菖蒲会　佐藤　武男賛成

　市長の提案説明にあるように、予算案は「産業
振興」と「少子化対策」に重点が置かれ、市民生
活を積極的に支援するものとなっている。
　今年度実施した小学校卒業までの「こども医療
費助成事業」を中学校卒業まで拡大したこと、
さらに、合わせて5億円の経済効果が期待される
「住宅リフォーム支援事業」も私どもが求めた形
で実施し、新発田駅橋上化中止に伴う駅周辺整備
事業も公約どおり着手されることを評価し、賛成
する。

日本共産党　佐藤　真澄

　市長公約である「まちづくり実行プラン」と融
合し、策定された予算で積極型予算と判断し、高
く評価する。
　事業を進めるうえで、歳入確保が重要であり、
市税の納税確保と地方交付税の安定的な交付を望
みたい。交付税は人口が影響することから、10万
人確保とさらなる人口増加に向けた居住環境の良
さと保育・教育などの子育て支援、老後における
生活の安定に向け、市長・職員一丸となって努力
されたい。

新発田政友会　中村　　功賛成

　民主党政権になり2年半が経過し、マニフェス
ト総崩れ、財源捻出もできず、消費税増税、TPP
参加へと裏切りの政治である。
　景気低迷から生活保護費の増加に雇用対策等、
市の産業振興と経済対策はスピード感と的確な対
応を期待したい。厳しい歳入環境にある中で、行
政評価、事業仕分けでの業務見直しを進めた予算
である。自主財源確保と市民の暮らしを守り、福
祉充実と教育、子育て、少子化対策への重点予算
配分を評価する。

公明党　渡邊　喜夫賛成
　新庁舎建設には、県警の緊急車両や金融機関の
出庫等交通問題があり、建設予定地の見直しの署
名が約1万3千名、商工会議所の要望等もあった
ことも事実である。
　駅周辺整備については、後悔のない整備を実施
されたい。今後、協働推進でアイデンティティー
を持ち、各自治会等で独自の予算付けをおこなう
ような市政運営が望ましい。
　松塚漁港の開港に合わせて、6次産業化をめざ
し、観光にも結び付け、歳入につなげてほしい。

民主クラブ　入倉　直作賛成

　総額415億1千万円の予算は、長引く不況、円
高、デフレ下の今日では妥当なものと言えるが、
今後の市の発展の姿を見るようだ。
　老朽化が激しい庁舎の建設に向け、設計調査に
着手し、農産物のブランド化とアンテナショップ
開設の検討をおこない、そして、エレベーターの
工事着手など新発田駅周辺整備は、市の発展に大
きく寄与すると思う。また、次代を担う子どもを
大切にし、医療福祉を重視する姿勢を評価し、賛
成する。

政和会　五十嵐　孝賛成

賛成

平成24年度一般会計当初予算について、会派と
しての賛成・反対の意見を述べています。

discussion

予算審査特別委員会の委員長報告
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委員長　大沼　長栄経済建設常任委員会

　2月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案29件（うち請願3件）、審査の結果、議
案はすべて可決すべきものとしました。

■一般会計補正予算について（当委員会所管分の一部紹介）  
　専決処分の承認については、大雪のため除雪

費1月以降8億円の補正となり、今冬、除雪費合

計は12億円となりました。

　ほ場整備に関する3次、4次補正については、

総額25億円追加となり、整備18地区中14地区へ

配分となりました。

　派川加治川整備については、今回の増額分を

含め、平成23年度完成見込みとなりました。

　採決の結果、委員全員の賛成で可決すべきも

のとしました。

■24年度水道事業会計予算について  
　企業債のピークは、平成21年度でした。第5次

拡張計画終了に伴い、借入額は今後減る見通し

です。水道管敷き替えは、石綿管31,000ｍ、鋳

鉄管23,000ｍが残りとなっています。

　採決の結果、委員全員の賛成で可決すべきも

のとしました。

■請願について  
　国の直轄事業のうち、国土交通省北陸地方整

備局及び下越管轄の新潟国道事務所、新発田維

持出張所は、災害、防災等の地域性から存続を

との請願は妥当とし、TPP交渉参加反対につい

て、関係国協議において理不尽な要求は断固拒

否、それがかなわない場合は、事前協議打ち切

りの請願も妥当とし、採択すべきものとしまし

た。

■24年度下水道事業特別会計予算について
　市の下水道整備率は、平成22年度末で

38.5％、市全体整備終了見込みは平成46年度、

投資総事業見込みは1,190億円です。

　採決の結果、委員全員の賛成で可決すべきも

のとしました。

■24年度簡易水道事業特別会計予算について
　簡易水道事業の終了とともに、事業会計は上

水道会計と統合の見込みです。

　採決の結果、委員全員の賛成で可決すべきも

のとしました。

■24年度国民健康保険事業特別会計予算について  
　「国保の基金を取り崩しては」の質疑に、「すぐに

枯渇する。基金を取り崩してまで保険料を下げる

ことは、現段階では考えていない」旨の答弁があり、

採決し、挙手全員で可決すべきものとしました。

■請願について  
　県知事に「中学校卒業までの子どもの医療費無

料化を求める意見書」の提出を求める請願書につ

いて、「県議会でも審議中と聞くが、執行部で状況

を把握しているか」の質疑に、「県の審議は子ども

が3人以上の世帯に限るとのことだが、新発田市

では、すべての子どもが対象なので、県に要望す

る」旨の答弁があり、討論の後、採決し、挙手全

員で願意妥当とし、採決すべきものとしました。

た。「子育て支援の不妊治療の現況について」の

質疑に、「平成20年度からの事業であり、昨年度

48件、今年度50件以上の申請を見込んでいる。

助成額は、7～8万円で、医師が不妊治療と認め

るすべての申請を認めている」旨の答弁があり、

採決し、挙手全員で可決すべきものとしました。



〔23〕

委員長　渡部　良一総 務 常 任 委 員 会

　2月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案9件（うち陳情3件）、審査の結果、陳情
3件は不採択とし、その他の議案はすべて可決すべきものとしました。

■一般会計補正予算について（当委員会所管分の一部紹介）  
　主な内容は、新庁舎建設事業の事業認定に係る

経費の減額、決算見込みによる人件費の調整、デ

ジタルテレビ難視聴解消事業の減額、財政調整基

金の積み立て、大震災に係る義援金などです。

　主な質疑応答として、「定年前退職者の内訳」

については、「50歳代勧奨退職者7人と20歳代職

員1人」であり、「国家公務員給与削減への市の対

応」については、「人事院勧告の実施に沿って市も

実施の方向で検討中」との回答があり、また、「デ

ジタルテレビ難視聴事業の今後の見通し」につい

ては、「平成23年度事業終了後、全ての難視聴地

域が解消見込みである」との答弁がありました。

　採決の結果、委員全員の賛成で可決すべきも

のとしました。

■一般議案について（当委員会所管分の一部紹介）  
　「新発田市一般職の任期付職員の採用等に関

する条例制定について」は、地方分権の進展に

伴い、地方行政の高度化専門化が進む中、専門

的な知識や経験を有する民間人を採用し、市政

運営に活用したいこと、また、多様化する行政

ニーズに対応するため、一定期間に限り業務量

の増加が見込まれる業務などに任期付職員を採

用したいというものです。

　「身分の根拠法令や採用期間及び採用職種、採

用方法は」の質疑に、「地方公務員法に基づく

ものであり、5年が上限で必要期間の雇用とな

り、IT化や観光面、危機管理などを想定する。

採用は一般公募となるが、特定の人材も採用可

能となる」との答弁があり、「適用要件が抽象的

で恣意的人事になる恐れがあり、チェック機能

がないし、不安定雇用が拡大しかねないなどの

理由から反対」、「情勢の変化に対応し、効率的効

果的市政運営のためには賛成」などの討論があ

りましたが、採決の結果、委員の賛成多数で可

決すべきものとしました。

委員長　比企　広正社会文教常任委員会

　2月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案21件（うち請願2件）、審査の結果、請
願2件のうち1件は不採択とし、その他の議案はすべて可決すべきものとしました。

■一般会計補正予算について（当委員会所管分の一部紹介）  
　「新しくなったゴミ袋の使い勝手が悪いと聞

くが、変更になった経緯について」の質疑に、

「新発田市廃棄物処理及び清掃に関する条例の

施行規則の一部を改正し、ゴミ袋の形状変更を

おこなったが、ご指摘のとおり一部で苦情があ

る。様々な意見を取り入れながら形状等の変更

を検討する」旨の答弁がありました。「生活保護

の状況について」の質疑に、「1年前の生活保護

世帯は、504世帯733人だったが、2月1日現在で

は600世帯に近づいている」旨の答弁がありまし

議案は常任委員会に付託され、慎重に審議されます。
その審議の経緯と結果は、本会議で各常任委員長が報告し、質疑、討論を経て採決されます。

常任委員会の審査状況
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◎直轄事業の継続と適正な維持管理、地元建設業への支援を求める意見書
　公共事業予算の確保に加え、災害への備えと

して建設業の育成及び維持をおこなう必要は極

めて重要である。また、道路や河川の維持管理

費の削減により、重大交通事故の発生や河川災

害の危機が高まり、広範な住民の生命や財産が

危険にさらされている。特に重要な施設を担当

する国の公物管理は、その機能確保などは広域

的に対応することが必要で、引き続き国がおこ

なうべきである。

　よって、政府及び関係機関においては、①国

民の生命・財産を守る公共事業の国の責任のも

とでの継続と国土交通省の地方出先機関の継続 

②防災対策の全面的見直しと支援体制及び防災

予算の拡充 ③道路・河川等の維持管理予算の増

額と適正な維持管理 ④地元建設業の育成及び経

営維持について、必要な措置を講じるよう強く

求める。

（提出先）	 内閣総理大臣　総 務 大 臣

	 内閣府特命担当大臣（行政刷新）

	 財 務 大 臣　国土交通大臣

	 北陸地方整備局長　新潟県知事

◎中学校卒業までの子どもの医療費無料化を求める意見書
　今日の社会・経済状況の中で、子どもを産

み、育てることは本当に大変である。出産・医

療・保育・教育、保護者の雇用など、国の行政

が様々な施策を実施しているが、決して充実し

てはいない。

　子育て世代が安心して子どもを産み育てるた

めの大きな支援として、子ども医療費助成制度

の拡充が全国で広がっている。新発田市でも通

院・入院は小学校卒業まですべての子どもに助

成を実施し、新年度からは中学校卒業までに拡

大される。

　よって新潟県においては、県内のどこに生ま

れても、どこに住んでいても等しく子どもが大

切に育てられるよう、子どもの医療費につい

て、①中学校卒業までのすべての子どもへの医

療費助成制度の対象年齢の拡大 ②入院・通院の

窓口負担のない医療費の無料化を早期に実現さ

れるよう強く求める。

（提出先）	 新潟県知事

◎TPP交渉参加に向けた協議の中止及び交渉参加反対を求める意見書
　政府はTPP交渉参加に向け、関係国と協議を

進めているが、十分な情報開示をおこなわず懸

念がある。国民生活に壊滅的な打撃を与える危

険性も明らかであり、交渉参加は将来に大きな

禍根を残すものであり、絶対に認められない。

　よって、政府は、①「対処方針」及び関係国と

の事前協議の内容を国民に十分な情報提供をお

こない、幅広い国民的議論をおこなうよう措置

すること。②「交渉参加ありき」の姿勢を改め、

関係国との協議において、理不尽な要求は断固

拒否する姿勢で臨み、それがかなわなかった場

合、事前協議を打ち切るよう強く求める。

（提出先）	 内閣総理大臣　外 務 大 臣

	 農林水産大臣　経済産業大臣

	 内閣官房長官

2月定例会では、意見書5件を可決。
可決した意見書は、内閣総理大臣並びに関係大臣、新潟県知事等にそれぞれ送付しました。
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◎こころの健康を守り推進する基本法の制定を求める意見書
　我が国は、年間自殺者が3万人にも上り、国

民の40人に1人以上が精神疾患のために医療機

関を受診しているなど、国民のこころの健康危

機といえる状況にある。

　しかし、日本の精神保健・医療・福祉サービ

スの現状は、こうしたこころの健康についての

国民ニーズに応えられるものではない。

　よって、国においては、こころの健康危機を

克服し、安心して生活のできる社会、発展の活

力ある社会を実現するため、すべての国民を対

象とした、こころの健康についての総合的で長

期的な施策を保障する「こころの健康を守り推

進する基本法」の制定を強く求める。

（提出先）	 内閣総理大臣　	厚生労働大臣

◎人権侵害救済法の早期制定を求める意見書
　人権侵害救済法の制定は、憲法で保障された

基本的人権の尊重を遵守し、人権確立への法制

度の基礎を築くために不可欠であり、また、国

際的な責務を果たすためにも、1993年に国連総

会で採択された「国内人権機関の地位に関する

原則（パリ原則）」に基づく人権機関を設置し、

実効性のある人権侵害救済制度を確立する必要

がある。

　よって、国においては、人権委員会の内閣府

外局としての設置、都道府県ごとの地方人権委

員会の設置、人権委員会への人権問題・差別問

題に精通した委員の選任、報道機関等に対する

特段の規制を設けないこと、人権擁護委員の地

域での効果的な活動への配慮などに留意し、人

権侵害救済法を早期に制定されるよう強く要望

する。

（提出先）	 衆議院議長　参議院議長

	 内閣総理大臣　総 務 大 臣

	 法 務 大 臣
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請願・陳情の処理経過及び結果
議会で採択された請願や陳情について、所管の部
署がどのように処理対応したのか、その途中経過
や結果が報告されたものをお知らせします。（抜粋）

件　名 処 理 経 過 及 び 結 果

ナカショク上中山農場
の悪臭・汚水排水改善
を含む強い行政指導を
求める陳情書

　平成23年5月20日付けで2回目の改善勧告を発令。この勧告に対して事業者からは、「バ

イオエアークリーニングシステム」の設置に取組む意向が示され、平成23年11月9日に地元

への説明会を実施。

　現在、このシステム導入のための取水、排水等技術的な課題やより効果的な手法等、関係

機関も交えて検討中。なお、現在も連続して基準を超過した際には、原因等について報告を

求めている。

JR新発田駅の橋上化及
び東西自由通路の整備
に関する請願（同様の
請願2件あり）

　まちづくりに向けた全体の施策と財政状況を勘案して自由通路・橋上駅は中止するとした

が、新発田駅構内のバリアフリー化は、JR東日本が実施設計を開始し、平成24年度に工事着

手する運びとなった。

　駅東地下通路も実施設計を終え、平成24年度に防犯対策を含む改修工事をおこなう予定で

ある。また、駐車場及び駐輪場を含む駅東交通広場は基本計画を策定中である。

インフォメーションセ
ンターの建設について

　新発田駅周辺に、観光案内や市民が集える機能などを備えた多目的な複合施設の整備に向

け、その位置や機能の検討をおこなっている。

「自殺対策条例」制定を
求める請願書

　新発田市議会平成23年6月定例会において、自殺防止条例として『新発田市民のきずなを

深め「いのち」を守る条例』が全会一致で可決成立した。

電力調達入札を求める
請願書

　電力小売市場の自由化により、一部の自治体では電力調達入札を実施し、コスト削減が図

られており、当市においても、導入効果を検証の上、前向きに検討したいと考えている。

　しかし、東日本大震災の発生以降、使用電力の削減に取り組んでおり、通常電力使用時の

導入効果を計ることが困難であるため、電力供給体制が落ち着いた段階で、総合的に判断し

たい。

機能性が高く、地球環
境に優しい新庁舎建設
を求める請願書

　平成23年12月に策定した新庁舎建設基本計画では、基本構想で示した基本コンセプト「や

さしさと質実剛健さを兼ね備えた機能的な庁舎」と7つの基本方針を基に、庁舎の整備方針

として、災害を想定した防災拠点機能を備え、地球環境に優しい庁舎を目指すことを明記し

ている。

　今後おこなわれる基本設計、実施設計では、これらの具現化に向けて詳細を検討していく。

新発田市私立幼稚園へ
の助成を求める請願書

　振興補助金の増額については、昭和54年以降見直しをおこなっていなかったことから、見

直しを検討している。

　障がい児の受入れのための人件費の助成については、私立保育園への補助内容と照らし合

わせ、検討している。

　体育・文化施設使用料の減免については、所管の教育委員会において平成23年5月1日か

ら、幼稚園の園行事等本来の目的のために使用する場合は、10割減免としている。

新発田市中小企業活性
化の推進に関する陳情書

【新道・掛蔵の活性化を目的に「特別指定地域」としての条例制定】
　新道・掛蔵区域のコミュニティの創設が困難であり、それらを受けて何らかの形で実施し

てほしいという趣旨と聞いている。

　市内飲食店等へのアンケート調査を実施した。新道・掛蔵のアンケート対象データや回答状

況の分析をおこない、活性化のための方策や組織化に向けた支援について検討していきたい。

【新たな販路拡大を目指す企業への展示会・イベント出店助成の創設】
　農業者や事業者等が、販路拡大や新発田産農畜産物・物産等のPRをおこなうため、首都

圏等の商談会に出展する際の出展料等の一部を助成する制度として、「販路拡大推進事業補助

金」を創設した。

【新製品の新発田市独自の研究開発費補助制度・支援（融資制度等）助成創設】
　現在、商工会議所と連携して新商品開発に取り組んでいるが、研究開発費の補助制度や融

資制度による支援については引き続き検討していきたい。

（平成23年12月現在）
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　本会議をエフエムしばたで生放送します。
　生放送は本会議開始（午前10時）から終了ま
で全て放送します。
　緊急情報や休憩などにより中断することがあ
ります。

本会議を
エフエムしばた
（76.9MHz）
で生放送します

5月28日	 告示日、議会運営委員会
5月29日	 請願・陳情・意見書提出期限
5月31日	 議会運営委員会
6月	 4日	 本会議（提案理由説明・委員会付託）
6月13日	 本会議（一般質問第１日目）
6月14日	 本会議（一般質問第２日目）
6月15日	 本会議（一般質問第３日目）
6月18日	 総務常任委員会
6月19日	 社会文教常任委員会
6月20日	 経済建設常任委員会
6月22日	 議会運営委員会
6月25日	 本会議（最終日）

6月定例会日程予定6月定例会日程予定

市議会を紹介ホームページで市議会を紹介

傍聴してみませんか
・「本会議」「各委員会」が傍聴できます。

・午前10時から始まります。

・	「本会議」「各委員会」は、本庁舎2階の議

場または委員会室でおこないます。

・	傍聴希望の方は、当日本庁舎2階議会事務

局までお越しください。

・	団体等で大勢の場合は、事前に議会事務

局までご連絡ください。

変更等の場合は、ホームページ・エフエムしばた等でお知らせします。

※一般質問2日目及び3日目は、一般質問の通告議員が多い場合におこないます。

【市議会ホームページ】http://www.shibata-shigikai.jp/

　市議会のホームページでは、市議会のしくみや議員名簿、議会日程等を掲載しています。
　また、本会議や常任委員会で議員の質問や市長等の答弁を記録した「会議録」を検索閲覧
することができます。
　他にも、「市議会だより｣のバックナンバー（83号以降）を見ることができます。
　なお、会議録（冊子）は、市立図書館に設置されています。



〔28〕

編　集　委　員
 委 員 長 青木　泰俊

 副委員長 川﨑　孝一

 委　　員 中村　　功

 〃 比企　広正

 〃 渡部　良一

 〃 宮島　信人

 〃 小川　　徹

 〃 五十嵐　孝

 〃 稲垣富士雄

 〃 加藤　和雄

 〃 渡邊　喜夫

編集後記
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　2月17日、市生涯学習センターにおいて、議員研修

会を開催しました。

　全国市議会議長会の上市直樹氏を講師に迎え、「地

方税財政について」と題して講演をおこないました。

　長引く不況や東日本大震災等の影響などからますま

す厳しくなる地方財政にあって、当市の財政運営も厳

しさを増しています。

　地方交付税等の地方財政対策や子ども手当関連、社

会保障・税一体改革、税制改革等をめぐる動向などに

ついての講話を、参加した議員は熱心に聴講しました。

　市議会では、今後もこうした研修会などの機会を通

じ、議員としての資質向上を図り、議会改革に努めて

いきます。
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市民に開かれ、市民に開かれ、
よりわかりやすいよりわかりやすい
市議会に!!市議会に!!

議員研修会を開催議員研修会を開催
地方税財政状況について聴講地方税財政状況について聴講


	wata
	P18_19
	P20_21
	P22_27

